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本報告書は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会が､平成10年12月に､カンボジ

ア､ミャンマー､ラオスにおいて実施したプロジェクト･ファインデイング調査の結果を取

りまとめたものである｡

調査団は､日本工営㈱農業開発部の矢野信一を団長とする以下の団員から構成されるo

矢野信一

神山雅之

団長･農業土木担当 日本工営㈱

地域農業開発計画担当 日本工営㈱

調査は平成10年12月9日から12月26日までの18日間実施され､資料収集および先方

政府関係機関との協議を実施するとともに､現場調査を実施したoなお､調査実施対象案件

は以下に示すとおりである｡
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調査団は調査実施に際し､政府機関並びに日本大使館､国際協力事業団より多大なる協力

を戴き､円滑に調査業務を遂行することができた○ここに深甚なる感謝の意を表する次第で

ある｡

平成11年3月

プロジェクト･ファイデイング調査団長

矢野 信一
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第1車 力ンポジア

1.1一般情勢

1.1.1農業環境

ヵンボジアは北緯10度から15度にありインドシナ半島に位置する.国土面積は18万1千kn2で､

北はラオス､タイ､東はヴェトナムと国境を接し､南は南シナ海(タイ湾)に面している｡カンボジ

アは地形的に下記の3地域に区分される｡

①中央平原部 :国土の中央に広がる標高30m以下の平野で､国土の37%を占めるoメコ

ン川とトンレサツプ湖沿岸の洪水氾濫原とその周辺域で､同国の主要

な農業地域｡

②北東高原地帯:標高100mから300mの高原で､ヴェトナム国境には1,000m級の山も含

む｡

③南西山岳地帯:タイ国境と海岸線の標高1,000皿から1,800mの山岳で､クラヴア-ン(カ

ルダモン)山脈とドムレイ山地から成る｡

ヵンボジアは熱帯多雨気候に属する｡雨期は5月中旬-11月中旬で､降雨は9-10月に最も多く､

一方､ 12月-2月はほとんど降雨が無く､比較的涼しいo雨期前の2月中旬-5月中旬は年間で最

も高温となる｡年降雨量は地域によって大きく異なり､南西地域が降雨量が多く､海岸線では3,000皿

を超える｡メコン川が流下する北東高原地域の降雨量は2,000-3,000皿である｡水田地帯である

中央平原は1,400-1,600皿と国内にあっては降水量が少ない地域であるが､メコン川がもたらす

年間流入量4,000億トン強の河川流水と洪水調整池の役割を果たすトンレサツプ潮により極めて特

異的な陸水環境を呈している｡

メコン川の水位は6月より次第に上がり､ 9月にピークに達した後､ 10月以降急激に低下する｡

メコン川とトンレサツプ湖を結ぶトンレサツプ川は､乾季はトンレサツプ湖からメコンJt忙向かっ

て流れるが､メコン川の水位が上昇するに従い､メコン川からトンレサツプ湖に逆流するoこの時

期､メコン川､トンレサツプ川､バサック川の氾濫により中央平原は冠水する｡この洪水は､肥料

成分を水田にもたらし､また､トンレサツプ湖周辺域に広大な漁場を提供するo 11月よりメコン川

およびトンレサツプ湖は水位を下げ､ 4月に最低となるo

カンボジアの稔人口は1,070万人(1996年推定)であり､この内90roをクメール人が占めているo

人口はトンレサツプ湖およびメコン川沿岸に集中し､総人口の86%が農村部に居住.しているo
1970

年代の内戦により人口減少が見られたが､ 1980年以降は増加傾向にあり､年3%以上の成長率が記

録されているoカンボジアは経済復興を続けているものの､人口成長率が高い結果､一人当りのGNP

1-1
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はUS$291(1996年)に止まり､依然として最貧国を脱していない｡高い人口成長率は土地不足の原

因ともなっており､一人当りの耕地面積は60年代の0.5baから､ 90年代には0.25baにまで低下し

た｡

1.1.2 農業現況

国家経済にとって農林業が果たす役割は大きく1994年現在､農業セクターはGDPの45%を占め､

労働人口の80%強を吸収している｡ 90年代前半における.GI)Pの推移は下表のとおりである｡

表1.1.1国内糖生産の部門別シェア

両市~ -~~~｢ 9i口F~~~~~~~~~~~~~~~~~~了両｢有~~~部門 1990年

農業

米

畑作物･ゴム

畜産

漁業

林業

製造業

サービス業

GI)P (1989年価格書)

3
4
0
0

ー

8

2
0
0
4
5
2

52

ユ

ー

4
6
5

ー

55

9
亡
U

ー

3
4
3

4

ユ

ー

ー

98

ー

2
9
9

朝
一
2
ー
0
ー
3
3
4

注:*US$1 = 2500 riels

戦乱による生産基盤の崩壊により､農業生産量は著しく低下したが､ 1980年代後半より生産量は

回復し始めており､ 1990年代に入ってからは籾生産は戦前の水準である300万トンを超えた｡ただ

し､生産量の年変動が大きく､ 94年には干ばつ害により籾生産量は平年の2鴫以上落ち込む等､生

産性の安定的な向上には課題が多い｡

1.1.3 農業生産

カンボジアの土地利用は地形および気象条件と良

く対応しており､水田は標高30m以下の中央平原に

集中し､インドシナを代表する農耕地帯を形成して

いる｡主要な農業地帯は下記の5地域である｡ (図

1.1.1参照)

①バッタンバン-シソボンのトンレサツプ湖東側

②コンポントムからコンポンチャム州西部

③プノンペン-タケオのバサック川左岸

④プレイぺ-ン-スパイレーンを経てベトナム国

境までの全域

⑤コンポート州東部

1-2



一方､山間部は森林に覆われ､傾斜地では粗放な畑作や焼畑が営まれているoカンボジアの土地

利用および自然植生の占有面積は下表のとおりである｡

表1.1.2 カンボジアの土地利用現況

㈲令刺

5
0
2
4
4
5

●

●

●

●

●

●

4
7
8
月
U
l
ウ
山

一

5

ー

土地利 用形態

･

そ

木

･

田

林
ん
地
域

水
畑
森
か
草
水

湿地林

出典:カンボジアの農林業1997､ AICAF

農業土地利用の特徴は､農耕地の作付け率が低いことがあげられる｡上表の全耕地面積340万ba

の内､ 1995年の収穫面積は62批当る211万haに止まったo作物別収穫面積は下表のとおりであ

る｡

蓑1.1.3 作物別収球面gE(1995年)

割合(%)(000ha )

米

畑作合計

トウモロコシ

野菜類
線豆

大豆

タバコ

キャッサバ

サツマイモ

ピーナッツ

胡麻

サトウキビ

ジュート

1,924.0

186.4

45.0

39.2

25.2

16.2

13.4

12.4

9.4

9.0

8.3

7.4

0.9

】

)
ー

)
)
)
)

ー
)
ー

)

ー

)

o4

ー

4
9
8
7
t
L
>
5
4
4

ー

0
2
2

エ

ー
(
ー
(
ー
((

ー

:

n川l｣Uin円J

l‖川】■■u

出典:カンボジアの農林業1997､ AICAF

ヵンボジアでは土壌および気候などの農業環境を考慮した伝統的な農業技術が踏襲されているc

主要作物である稲､トウモロコシ､緑豆に加え､近年､イモ類が盛んに作付けられているo濯臥

農業機械､肥料農薬の普及率は未だ低く､今後は安定増収を目指した農業技術の普及が不可欠であ

る｡また､生産物の市場流通面においても支援体制の確立も重要性を増してきている｡

1.1.4 稲作現況

ヵンボジア人の主食は米であり､一年を通して米が作付けられているoカンボジア人の一人当り

の米消費量は年162kgと高いo国産米の生産量は1969年のピーク時には年190万トンに達し､余

剰米を輸出していたが､ 1970年代半ばから1980年代初頭の戦乱期に生産量は激減し､需要を下回

った｡1970年から1994年において､年間5万トンから20万トンの不足を生じている｡1996年､
IRRI
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が導入した多収穫品種と技術改良により､籾生産量は180万トンまで回復し､ 1969年以来､はじめ

て米を輸出した｡

ヵンボジアの稲作付け面積は年変動があるものの､概ね180万-190万baで､潅概田を除いて二

期作を行う水田はほとんど無い○作付け時期は気象及び洪水状況に大きく影響を受けるoしたがっ

て､現在の生産レベルは安定かつ十分な状況にないo特に､カンボジア農村部は道路整備が遅れて

ぉり､雨期における農産物流通が不可能になる地域もあることから､各地域で域内自給を達成する

ことの意義は大きい｡

ヵンボジアの稲は､生育環境に基づいて分薄させており､雨期低地稲(減水期田を含む)､乾季濯

概稲､深水稲･浮稲および天水陸稲の4群に大別されている.作付け面積別では､雨期低地稲(減

水期田を含む)が83.5%t圧倒的に大きく､濯概稲10･7臥深水稲･浮稲瓜天7･k陸稲1･8%の順と

なっている.近年､乾期濯概稲の作付け面積が増加の傾向にあるが､依然として雨期低地稲の栽培

面積が圧倒的に大きく､カンボジアの稲作改良には､天水田の収量向上が極めて重要である｡ 1995/96

年における作付け面積および生産量は下表のとおりである｡

表1. 1.4 作付け類型別の稲作両群(1995/6年)

作付け面積比

(%)
稲作付け類型 作付け面積 平均収量 作付け地域

(ba) (ton伽) (州数)

塵親任
1.雨期低地稲

早生品種

在来品種

IR品種

中生品種

在来品種

IR品種

晩生品種

2.深水稲･浮稲

3.天水陸稲

墓塾生(濯概稲)
在来品種

IR品種

1,591,881

249, 533

52, 928

612, 694

1,780

571,492

71,616

31,838

190, 500

15, 827

174, 673
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各稲作の特徴は下記のとおりである｡

① 雨期低地稲: Rainfed Lowland Rice

雨期において天水田に作付けられる水稲で､全水田面積の80yoを占めるo生育期間に従って､

早生､中､晩生種に区分される○早生品種は高位の比較的排水性良好で水深20-30c皿の水

田に作付けられ､ 10月中旬以前に開花期を迎える｡晩生種は水深40-50c皿の冠水を受ける

低位水田に作付けられ､ 11月中旬以降に開花期を迎える｡中生種は各々の中間的な位置付け
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にある｡ (図1.1.2参照)

国1.1.2 雨期低位田稲作の水田位羊と品種の関係

雨期が始まる5月頃に苗代が準備され､雨期が本格化する7月頃から移植されるo収穫時期

は上図のとおり11月下旬から開始され､高位から低位へ順次下がり1月上旬までに終了す

る｡平均収量は1.3 ton/haと低いo

② 減水期田: Flood Recession Rice

雨期低地稲に含むこともあるが､後述のとおり水管理上の相違性から雨期低地稲と区別され

る.雨期の洪水の後､低地の水位低下を利用した栽培システムで､全国水田面積の6絶占め

ている｡河川の水位が下がる12月に土壌に残存する水分を利用して耕作を開始する｡湛水

期間が長いので一期作のみが可能であるo水調整施設が無いため､作付け面積は洪水規模に

応じて年変動する.カンボジアの特徴的な濯概システムであるコルマタージュと深く関連し

ている｡平均収量は2.7 ton/baと比較的高い｡

③乾季濯概稲: Dry Season irrigated Rice

全国稲作付け面積の8陀占める.減水期田と同様に12月に作付けを開始し､ 4月に収穫す

る｡一般に非感光性の早生品種を用いる○メコン川およびバサック川が流れるカンダール､

コンポンチャムおよび後背湿地を抱えるタカエウ､プレイヴェンの各州が主要作付け地帯で､

全乾季濯概稲の80%を占めている.乾季濯概稲の全国平均収量は2･5 ton/baで天水稲に比べ

て1 ton/ba近く収量が高い｡収量改善には適切な水管理技術､優良品種の使用､肥培管理

が不可欠である｡
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④深水稲･浮稲: Deepwater Rice

トンレサツプ湖周辺域の深水地で作付けられるo 4-5月に播種され､雨期に入り発芽･苗立

ちし､メコン川の水位上昇とともに冠水すると節間伸長を続け､草丈は数メ-トルにも及ふ

栽培面積は全水田面積の4%と小さい｡

⑤ 天水陸稲: Rainfed Upland Rice

主に焼畑耕作下で作付けされ､面積は全水田面積の2%8=満たない｡収量は1･O ton/ba以下

と低い｡

1.1.5 農業開発計画

←第1次社会経済開発計画1996-2000年｣において､農業はカンボジア経済の基幹産業として

位置付けられており､次の3点の目標が掲げられている｡

① 米の安定増収

② 農産物輸出振興

③ 多角化による農民所得の向上

米はカンボジア人の主食であり､国家レベルでは米は自給に達しているとされているが､人口増

加率に見合う安定的な増産は不可欠である｡米の増産には作付け面積の拡大と収量改善が必要とな

るが､濠概開発の遅延､地雷問題等､耕地面積の拡大には制限要因が多いことから､政府は栽培技

術改善により収量向上を当面の緊急課題とする構えである｡カンボジアの71k田の80肘天水田であ

り､潅概田は16%8=過ぎないo政府は投資効果の高い濯概計画については積極的に推進する方針で

ある｡特に､既存潅親水路と小規模潅概に高い開発優先度が置かれているc

また､政府は農家所得を改善し経済力を高めることにより､食料の調達能力を向上させることも

重要とされている｡ボルボト政権下には農産物の市場統制が行われていたが､現在は民間の小規模

な商取り引きに委ねられているo政府買い付け価格が市場価格を下回っていることから､精米施設

の不足と相侯って､現金収入に乏しい農民が､致し方なく生産籾を外国の籾買い付け米業者に販売

するケースが増えている｡市場流通に関する情報収集がなされておらず､詳細は不明であるが､農

家は籾を売却する一方で､高価格の精米を買い戻すことも行われており､食糧自給率向上の観点か

らは極めて不合理な事態が生じている｡
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1.2 パックンバン川流域農業開発計画

(Battambang Agrjcultural and Rura一 Deve一opment Project)

1.2.1計画地区の概況

バッタンバン川(またはサンクール川)流域農業開発計画地区はカンボジア西部のバッタンバン

州(面積は約19,000血2)内に位置する｡州の人口は約78万(1997年)で､その内､農業労働人口

は約36万人である｡

バッタンバン川はカンボジア西北部のタイ国境より北東に流れ､州都バッタンバン(首都プノン

ペンの西北約250kn)を通って､トンレサツプ湖に流入している.河口より約30kn地点で支流のStung

MongkoI Boreyが合流しているoこの地区はカンボジアで最も肥沃な地域の一つでバッタンバン平

野と称され､その面積は約70万haにも及び､古くから綿花､砂糖きび､柑橘渠､その他換金作物

が栽培されている｡

バッタンバンの気候は4月下旬または5月から11月までは南西季節風により雨季となり､
12月

から4月までが乾期で､平均年降雨量は約1,300 tnnであるo平均気温は27oCで1年を通して大き

な変動がない｡主な気候の特徴は次表の通りである｡

表1.2.1 Jてッタンパン市の気象親測記浄

項目 1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月平均/合計

気温(｡C) 24.8 26.8 28･7 29･7 28･4 Z8･2 27･3 27･2 26･8 26･6 25･8 24･5
27･0

月降水量(班) 53 46 105 85 153 109 80

蒸発量皿 168 170 210 221 185 186 171

ペンマン 145 155 174 161 144 135 130

E]照時間(hr) 8.7 8.8 8.4 7.1 6･7 6･2 5･6

湿度(%) 73/6 71.8 70.5 73.5 79･4 79･5 83･1

74 150 191 110 121 1,277

169 157 132 122 135 2,019

134 113 128 127 137 1,703

5.4 5,4 6.5 8･0 8･6 7･2

83.2 81.4 83.0 82.5 77.8 78.3

長期間の雨量観測記録がなく､僅かにバッタンバンのTuoI Sawong観測所で1960年代､ BekChan

観測所で1981-1991年の11年間及びBananPilot Far皿で1967-1971年の5年間の観測記録があ

るのみである.これらの年平均降雨量は約1,300皿で5月から10月の雨季に約80脚集中するo次

表はバッタンバンにおける月雨量である｡
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表1.2.2 Jて･yタンパン流域の月別降雨主

年 1月2月 3月4月 5月 6月 7月8月 9月10月11月12月 合計

1937 0 -

1939 3 3

1965

1966 0 51

1967 4 -

1968 2 18

39 59 169 93

61 92 121 131

43 53 151 73

43 80 304.0 83

2 20.0 153

11 93 74

1969 15 72 109 161 145

1970 3 0 82 80 300

1971 0 3 2 52 218

2

00

2

2

9

9

ユ

ー

102 137 183 81 92 1 956

95 129 148 102 149 0 1,034

78 135 237 189 32 41 1,032

94 230 376 434 110 36 1.841

76 160 177 44 5 8 771

43 87 274 54 11 0 765

236 230 57 0 1,519

311 180 41 119 1,887

394 206 416 536 279 39 20 2･165

1972 0 22 9 210 67 127 92 86 416 67 254 7 1,357

平均 3 17 40 90 170 148 107 201 289 166 79 23 1,333

バッタンバン川の月平均流量はバッタンバンより約22 kD上流のBanan地点(流域面積約2,840

kn2) ､ Treng地点(Bananより約35 kn上流で流域面積2,135 kD2)及びSre Pun1u地点(Treng地

点上流約25 kD,流域面積約463kD2)でそれぞれ下記のとおりである｡

蓑1.2.3 バッタンパン川の月別流i

月
向九

月4月3月2月1

unit : m3/s

6月 7月 8月 9月10月11月12月 平均

B anan
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40.1 145.6211.3 188.6 187.0

39.4 159.7229.5 207.0 204.9

17.0 78.0116.5 104.5 104.0
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7

7
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9
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3
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稲作はバッタンバン州に於ける最も重要な作物で耕作面積は約24万haである｡ 1997年は早魅の

ため､収量は0.6 ton/baで籾生産量はわずか15万トンであった｡ 1998年は雨が多かったことか

ら､約33万トンの収穫が見積もられており､域内自給は達成されるものと見込まれているo水稲

は主として雨季に耕作されている.農家は改良ローカル品種を用いているが種子の絶対量不足のた

め､平均収量は1.2-1.3 ton他に過ぎないo乾季作は主にBovel川流域で約400-500ba作付け

されており収量は約2ton/baである○作付けは一般に雨季に直蒔き､無肥料無農薬で栽培されてい

る｡当地域の農業の問題は､下記の3点に要約されるo
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(1)乾季の潅概用水が絶対的に不足する｡

(2)雨季の洪水で高収量の短幹種が使用出来ず従って､低収量である｡

(3)農業技術に対する農民の知識が極めて低い｡

バッタンバン川の支涜のBovel川下流では1936年に取水堰が建設され､左右両岸に主幹線水路

が設けられ､主として雨季の補給潅概が行われている｡水路及び構造物はかなり傷んでおり､土砂

の堆積で有効に機能していない｡ 1973/74年､ Ilaco (蘭)とAIT (西独及びSATEC(仏)が約46,000ha

の修復改良計画のF/Sを実施している｡本計画地区内に日本政府の援助による農業試験場がある｡

1.2.2 開発計画

本開発計画は､メコン支流開発計画の一環として､ 1963年カンボジア政府とSogreah (仏)によ

りF/Sが実施され､その後､ 1968-1970年にElectrovatt 良 Motor Coll血bus (スイス)により再

調査されている｡その後戦争により中断されたままになっているが､本プロジェクトの主目的は次

の通りである｡

(9 68,000haの潅概

② 24MWの水力発電

③ 洪水調節､及び

④ 内水面漁業

本開発計画は規模が比較的大きいことから､次の3期に分けて開発するo

Phase 1

BattaAbangより約20 kD南(上流)のKantu付近に頭首工(高さ約19 m)を設け､雨季に右岸

の約13,500 ha,乾季に約2,000 haを潅概するo Kantu地点での流域面積は約2,840 kn2で年

平均流出量は約2,000-2,500 MCMと見積もられる.この地点でボルボト時代(1975-1979年)

に頭首工が計画､着手されたが一部の洪水吐､取水ゲートと数kDの水路が建設されたが取水

堰は未着工でその後､未完成のまま放置されている｡従って､これらの施設は取り壊し､新設

する必要があるが用地は十分利用できる｡

Phase 2

Kantu取水堰地点の約35km上流(流域面積約2, 135血2)のPhun Leaoに高さ約44D,場長約3,600

tn,盛土量320万n3のダムを建設(有効貯水容量510 MCM)し､ 12,000kw(年間発生電力量90,000

MWh)の発電と雨季に左右両岸30,500 haと乾季に約20,000 haの潅概及び洪水調節､内水面漁

業を行うものである｡
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Phase3

phase 2のPhunLeao DaAを約6m嵩上げし(約2.3MCnの追加盛土量)､有効貯水容量を約1,040

MCMとする.発電施設としては6MW x 2を追加し､年間約120,000 MWhのの発生電力量を見込

む｡潅概施設としては左右両岸､合計約68,000 haの水田を雨季に68,000 ba､乾季に37,400

ba(30,600 baの水稲､ 6,800 baの果樹他換金作物)の潅概を計画する｡

1.2.3 開発調査への提言

バッタンバン周辺の平野は極めて肥沃で､古くからカンボジア北部の農業主生産地帯として栄え

てきた｡しかし､ 1975年以降ボルボト時代及びその後のボルボト軍との内戦のため､本計画地域

は治安が悪く､地域農民の農作業にもしばしば支障をきたしてきたo濯概施設や道路その他の社会

インフラも荒廃して農業生産性は極度に落ちている｡従って､農業開発をはじめ､社会インフラの

整備は全く停止されたままとなっている○また､外国カゝらの農業開発に対する援助も殆ど中止の状

況である｡更に､近隣住民の人口増加とボルボト時代の無秩序な森林政策による乱伐の結果､本計

画の上流域は荒廃し､河川の堆砂量の増加､雨季の頻繁な洪水等を誘引しているo一方､計画地域

は雨季においても､毎年のように早魅の被害を受け､その生産量は毎年変動し､非常に不安定であ

る｡

政府は治安の回復と共に､本計画地域の農業開発計画において､従来の天候依存型から近代的集

約農業への脱皮が必要との認識に立ち､ ①濯耽排水施設の整備､ ②改良農法の導入による土地生産

性及び労働生産性の向上､ ③農村インフラの整備を農業部門の具体的方策としているo

このような背景を基に､本計画の基本理念は農業インフラの整備による安定的農作物の生産の達

成､流通整備による収入の安定､農村生活改善による農民生活レベルの向上を計画実施によって目

指すこととする｡

本計画の効果的開発のためには､全流域の環境保全を含めた計画の総合的､多角的開発のマスタ

ープランを実施し､その中から経済的､技術的に､また社会的に最も優先性のあるスキームについ

てF/Sを実施して早期に開発を進める事を提案する○本開発調査の要請状案は添付1･1のとおりo
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1.3 米増産優良種子生産配布計画

(Master Plan Study on Improvement of Rice Seed
Production and Distribution System

in

s.uthern Six (6) Provinces of Lowland and Coastal Region of Cambodia)

1.3.1計画の背景

ヵンボジア稲作は5-11月の豊かな降雨とメコン川によってもたらされる洪水の水位変化を､作

付け時期と生育期間の異なる水稲品種で対応した自然条件を活かした一定の合理性を伴った伝統的

な稲作といえる｡しかしながら､収量は低く不安定であり､農業技術上､改善すべき点が多々ある

ことは､援助機関あるいは稲研究者に指摘されているところである｡

ヵンボジア稲作の平均収量は約1.5 ton/baであり近隣諸国と比較して極端に低いo 1990年にお

ける早生､中生､晩生品種の平均収量は1･59 ton伽､ 1･42 ton/ba､ 1･34 ton/baであった｡低収

量の原因は下記のとおりである｡

① 不安定な降雨パターン:

5-6月に始まる雨期の遅れあるいは降雨不足(過剰な降雨)による苗代づくりの遅れ､不十分

な耕起､苗代害虫の発生は､成苗の生育阻害の原因となるo 7-8月の降雨不足(過剰な降雨)

は移植の遅れ､栄養成長期の生育障害の原因となる｡高位水田では5-8月の降雨不足が早

生品種に与える悪影響が大きい｡また､雑草繁茂を助長する｡一方､ 9-10月の過剰降雨は

低位水田の収穫作業に悪影響があり､収穫期の冠水による籾の品質低下を引き起こす｡
10-

11月の降雨不足は生殖成長期に障害を起こす原因となり､被害は晩生品種ほど大きい｡

② 在来品種の普及:

在来品種にはカンボジア人が好む精米品質(食味)を有し､劣悪な自然環境に対する耐性をも

っものが多いことから､農家は一般に低位水田に在来品種を用いているo使用する種子の多

くは異品種､羅病した種子､雑草種子などが混入しており種子の品質は悪い｡また､種子の

保存状態が悪いため､発芽率の低下が著しく､その結果､播種量が多くなり種籾の浪費を招

いている｡後述のCIAP(Canbodia-IRRI-Anstralia Project)は､全国レベルの生育調査(1990

～1995年)を通じて､
2,109の在来品種について品種特性を明らかにしたcこの調査を通じ

て､カンボジア在来品種の生育期間(播種から50%開花まで)は平均136日､最長194日であ

った｡梓長は平均103cmと長く､ 225cmに達する品種も認められたo一方､分げつ数は少な

く､平均12で､最小4であった｡

③ 作物害:

収量に及ぼす影響は小きいが､品種の生育期間に拘わらず､雑草､蟹､臥鳥による作物被

害が認められている｡また､イモチ病､紋枯れ病､萎縮病等による収量減も無視できないo
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④ 低い土壌肥沃度:

ヵンボジアの土壌は一般に肥沃度が低い.洪水による影響を受け易い低位水田は比較的高い

が､高位になるに従い砂質で保水力が低く､肥沃度が低下する傾向にある｡窒素､燐軌カ

リウムは低く､微量要素欠乏あるいは鉄過剰症を生じる水田もあるo

⑤ 社会的要因:

平均的農家の水田保有面積は1baないし3baであるが､ -農家が高位から低位まで異なる水

利環境の水田を保有しているため､肥培管理が複雑となる傾向にあるo農作業労働力あるい

は役畜の不足により､ピーク時に適切な農作業を行えない農家が多く､結果として収量減と

なる｡また､農民信用などの制度金融の機会が少ないため､肥料が調達できぬ問題もあるo

今回のADCA調査では､プノンペン近郊､コンポントム州､バッタンバン州において現場踏査を

実施し､各地域の天水低地田において下記が観察されたo

①踏査は12月に実施されたため､大部分の稲は収穫期に入っているにも拘わらず､未収穫の

まま放置されていた｡倒伏稲が多く､穂が冠水しているものもあったo (農家に対する聞き

取りによれば､倒伏は強風と雨が原因とのことで､地元新聞でも大きく取り上げられていたo)

②異品種の混じりが多く､生育時期が大きく異なる数品種が同一の水田に生育している例が多

く見られた｡観察田には､収穫適期を過ぎ脱粒を始めている稲から開花期前の稲を同一水田

で観察される場合もあった｡

水稲は小農の基幹作物であり､水稲生産を強化すること無しには食糧自給率の改善と農家所得の

向上はあり得ない｡上記①の改善には勤k防御あるいは濯概排水など､生産基盤整備事業を伴い多

大な投資を要するため､中長期的な戦略に沿って開発を進めていく必要があるo短期的かつ広範な

農民を対象とした収量改善上､ ②は重要で､適正品種の導入と優良種子の生産普及が特に有効と考

ぇられる｡政府は｢第1次社会経済開発計画1996-2000年｣にかて､生産投入資材の改善を含

めた近代的な稲作技術の普及に高い優先度を与えていることから､国家政策に則した下記の事業化

の形成が望まれている｡

(1)生産性の向上

(2)品質の向上

天水田の籾収量を現状の1.5-2.0トン/baから少なくとも3･0ト

ン/baに改善､生産農家の収益性を向上するoそのためには､農業

技術普及と肥料･農薬の適切な施与が求められる｡

輸入米の品質向上が進んでおり､品質が劣る国産米は低価格で取り

引きされている｡品質改善には､品種選定､異品種の混入が少ない

優良種子の生産配布､精米･貯蔵の適正化等､総合的なアプローチ

が必要である｡

1-12



ヵンボジアの稲研究は､国際稲研究所(International
Rice Research Institute : IRRI)とオ

_ストラリア政府の支援を得て､ 1987年よりCIAPが実施されている｡
CIAP 6ま稲育種､土壌､病虫

害､農作業改良等､多岐に亘るが､育種分野での責献は特筆すべきものがある｡
CIAP 8ま､中長期的

な視点に立って､カンボジアの在来品種の生産性改善も図りつつ高収量性改良品種(HYV)の普及に

優先度を置いているoカンボジアの稲は一般に感光性が強く､雨期(洪水期)明けに萱熱する晩生か

ら極晩生に属する品種が多い.浮稲には播種から収穫まで7ケ月以上を要する品種もあるo一方､

濯瀧田には高収量性の早生品種が用いられ､濯概排水事業の伸展に伴って徐々に普及面積が拡大し

てきた｡ 1966/67年､ 1980/81年､ 1994/95年の3時期における､生育日数に基づく品種普及率は下

表のとおりである｡

表1.3,1カンボジア稲作におlナる品種普及率

1994/95

面積(1000ha)

1,869

1,767

354

721

671

84

38

169

稲作付け類型 1966/67
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1980/91
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7

4

4
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●
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●
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5
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8

ー

3
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塵遡鐙
1.雨期低地稲
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晩生品種

2.深水稲･浮稲

3.天水陸稲

乾期作(濯軌稲)

2,350

1.911

72

310

1,569

380

181

8

9

9

4

6

9

1

3

7

2

2

2

5

9

7

ー

6

ー
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9

5

5
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7

1

4

4

2

4
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9

3

2

2

2

7

ー
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4

7

6

0

1

7

一

3

6

5

7

4
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9

QO

l

ー

5

1,441 2, 0382,508

ヵンボジア農業省はCI∬の協力を得て､ 1990年から1996年までに､早生4品種､中生6品種､

晩生6品種､深水稲3品種､陸稲2品種の21品種を推奨品種として選抜した｡最近は特に高収量

が期待でき､食味に優れた在来品種に由来するCAR品種(中生-晩生品種)に優先度が与えられてい

る｡選抜された品種は､カンボジア品種推奨委員会(Varietal
Reco皿endation Co皿ittee of

ca.nbodia)の承認を受け､一般農家へ普及されている｡カンボジアの推奨品種の品種名､起源､選

抜年および収量実績は下表に示すとおりであるo

表1.3.2 カンボジアの推奨品種

品種名あるいは在来種 収量(ton/ha)収量(ton/ha)年

水稲(早生)

夫水水稲

(中生)

IR72

Kru

Kesar

Santepheap 1

Santepheap 2

Santepheap 3

CAR 1

CAR 2

CAR 3

IR35366-40-3-3-2-2

IR13429-150-3-2-1-2

IR48525- 100- 1-2

IR43342-10-1-ト3-3

IR4541ト40-2-1

0R142-99

pran恥i Kuor (PPD679)
saAbak KrahaA (PPD597)
SI､aem Choab Cban

(Gerqlasm B-293)

IRRI

IRRI

IRRI

IRRI

IRRI

l

ー

83

3
3
2
2

4344

2.4

OUAT,インド 2.6

カンボジア

カンボジア

カンボジア

2.7

2.7

2.8

(次貞に続く)

0
0
0
2
2
2
5
5
5

9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9

ユ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

1-13



雛 瑠品種名

品悪賢警i=,諾孟種
起源霊欝.#nzAaH,琵既発aB,響

5
6
7
6
9

姐
瓜
瓜
姐
瓜

C

C

C

C

C

Don

(晩生) (Germ)1asn B-528)
Kantouy Touk (PPI)156)
sae Hang (GeIⅦplasmB-528)
changkong Kreal (PPI)723)
phear Sla (PPD364)
Srau Kol (PPD86)

Tevada

Khao Ta Pech -
Sita

RiI止e

カンボジア

カンボジア

カンボジア

カンボジア

カンボジア

タイ

タイ

タイ

ナイジェリ

ナイジェリ

アア

22

2

ユ

ー

ー

ー

8
C
O

L

]

l

O
6
4

ー

2

I

l

一
一

l

一
一

l

l

一

5
5
6
6
6

ー

ユ

ー

ー

ー

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ー

ー

ー

ー

ユ

ー

ユ

ー

ユ

ー

改良品種の実証試験は､カンボジア各州に点在する農業試験場個)においても実施されているo

地方試験場(囲)の位置は図1.3.1に示すとおり

である｡

1.3.2 開発基本方針

カンボジアにおいて食糧自給体制の確立は農

業政策の最優先課題であり､そのためには主食

である米の生産性改善に積極的に取り組むこと

が急務となっている｡カンボジアにおける農業

技術普及は､援助機関が実施する農業プロジェ

クトの枠組みで個々に実施されているケースが

多く､農業省が展開する農業技術普及は､組織的に未確立と言わざるを得ない｡種子の生産･配付

事業も同様である｡ CI∬が選抜した改良品種は､オーストラリア政府が中心となって支援している

ヵンボジア農業試験開発研究所(CIRDAP: C血bodianAgricultural Researchand Development

lnstitute)で増殖され､民間あるいは耶0の販売ルートで流通されているo同研究所における聴き

取りでは､種子生産量は年間24トン程度とのことであったo CIRDAPと並行して南部4州に散在す

る農業省所管の稲研究所(4ケ所)とバッタンバン､シエムリアツプ､ストウントレン､コンポント

ムの州農業事務所が運営する稲研究所(4ケ所)が種子配付を行っているが､量的には限られているo

普及事業の立ち遅れと限られた改良種子の使用が､各地域の農業生態系に適する農業技術と品種

の普及を制限していることは言うまでも無いo ｢米増産優良種子生産配布計画｣は､主要な稲作地

帯における優良種子の生産配布体制を見直し､組織制度確立と種子増殖モデル圃場の設立を目的と

する｡開発基本方針は下記のとおりである｡

①カンボジア品種推奨委員会が選抜した高収量性品種の適切な種子生産計画を策定する｡具体

的には､各種子段級の生産現況を勘案し､育種家種子(Breeders Seed)から保証種子(Certified

seed)までの短･長期的な生産計画を策定するo保証種子の生産は政府管理下で種子生産農
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家が行う｡

②既存種子農場について生産責任分担および配布地域を明確にするとともに､種子不足地域に

対する生産配布対策を計画する｡また､種子生産配布に要する施設･倉庫を整備する｡

③生産された保証種子の適切な配布経路を確立し､種子配布の窓口となる農民グループを組織

化する｡

④農業省の種子行政に関する監視機能を強化し､適切な品質管理体制を整える｡種子検査員の

養成を行う｡

⑤農業普及､農民金融など種子生産配布計画の事業効果を確実に向上するための支援策を連動

させる｡

ヵンボジア農業省は､同国に封ナる種子生産および配布事業の計画策定､実施､評価活動に責務

を負う｡稲の主要生産地域には稲作研究所が設置されており､種子生産配布に関する活動を行って

いるが､その他の地域では､組織的な種子生産配布は実施されていない｡本計画では､下記の種子

生産配布体制の確立を目指す｡

(1)育種家種子(breeders seed)および原原種(foundation seed)の生産配布は､農業省/CIRDAP

が担当する｡育種家種子の品種保存は､現行どおりCI∬の技術指導に沿って実施する｡

(2)原種種子(registration seed)の生産は､主要生産地域に位置する既設の農業試験場あるい

は新設する種子生産農場で実施する｡

(3)保証種子(certified seed)の生産は､種子検査員の指導の下､種子生産農家における依託栽

培で実施する

上記の開発基本方針に基づいて早急に具体的な改善策を実施することが望ましいが､改善計画を

全国レベルを対象に短期的に実施に移ることは､カンボジアの現状からして実際的とは言い難いo

したがって､事業全体を期分けし､第Ⅰ期事業として農業省所轄の既存農業試験場を中心とするモ

デル計画を実施する｡

1.3.3 開発計画

カンボジアの中央から沿岸の穀倉地帯に位置する主要6州であるカンダル､プレイヴェン､コン

ポンチャム､スヴァイリエン､タケオ､コンポートを対象に､水稲の優良種子生産･配布事業を実

施する｡これら6州の水稲作付け面積､収穫高､収量は下表のとおりである｡
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1.3.4 開発調査への提言

本計画の効果的な実施には､上記6州を対象としたマスタープランを実施し､中長期的な展望に

立って全体計画を策定するo M/Pに沿って原種囲設立し､事業効果が高く展示効果が期待できる州

について農民への依託栽培を含むモデル計画を立案する｡本開発調査の要請状実は添付1･2のとお

りである｡

(1)第一次調査

1) 調査関連資料および情報の収集･検討

2) 以下の内容から構成されるマスタープラン調査の実施

･社会経済調査

･種子生産現況調査

･種子品質管理現況調査

･種子関連施設現況調査

･種子流通配布現況調査

･種子生産農家に対する聞き取り調査

･種子関連支援制度に関する調査

3) モデル計画地区の選定およびモデル計画の概定

(2)第二次調査

1)既存農業試験場(園)を活用した原種圃設立およびモデル計画に係る以下の調査の

実施

･種子生産計画の立案および実施組織調査

･種子生産現況調査

･種子品質管理実態調査

･種子流通配布現況調査

･種子生産農家に対する聞き取り調査

･種子関連支援制度に関する調査

･価格および事業評価に関する調査

3) 原種闇設立計画およびモデル計画の策定･事業評価
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1.4 ストウンセン流域農業･農村開発計画

(Stung Sen Agricultural and Rural Development Project)

1.4.1計画地区の概況

ストウンセン川はタイ国境に接し､

14,800kD2の流域面積を有するカンボジ

ア屈指の河川で､コンポントム市街を

通りトンレサツプ湖に流入する(図

1.4.1参照)｡流域は､コンポントム州

のほぼ全域を包含する｡コンポントム

はプノンペン市の北120kmにあり､ 6

号線沿いに位置する｡

この地区はカンボジアで最も肥沃な

地域の-つで､天水田として広く利用

されている｡また､自然堤防上では､

キャッサバ､野菜､砂糖きび､トウモ

ロコシ等が作付けられている｡水稲収

量は雨期作1.5 ton/ha､乾期作1.9

ton/baである｡コンポントム州の農業

現況は下記のとおりである｡
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義1.4. 1 コンポントム州のJt業現況(1995年)

ba) (ton) (ton/ha) a) (ton) (ton/ba)

水稲 110,315 293,312

トウモロコシ 1,200

緑豆 1,440

大豆 1,800

キャッサバ 2,900

サツマイモ 800

コンポントムの気候は4月から10月までは南西季節風により雨季となり､ 9月にピークに達する｡

11月から3月までが乾季で､12月から2月は降雨はほとんど期待できない｡平均年雨量は約1,436皿m

で､月別降雨量は下表のとおりである｡
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表1.3.3 計南村鼓地区の水稲生産現況

収穫面積 収穫量

(1000ba) (1000ton) ーa
量ル収on
t
in【ll川u

*J3面ob獲oo収C 収穫量
(1000ton) ?

量ル収ton

l
‖
H
川
川
U

カンダル

プレイヴエン

コンポンチヤム

スヴアイリエン

タケオ

コンポート

44.3 98.9

205.0 348.4

167.5 268.0

147. 1 200.0

177.2 292. 3

130.3 214.7

2

7

6

4

6

6

2

ー

ー

エ

ー

ー

43.7 150.2

56.8 201.2

23.6 57.0

5.6 14.5

52.7 145.0

2.0 4.5

5

5

4

亡U

6

2

3

3

2

2

2

2

合計 871.4 1,422.3 184.4 572.4

種子の更新率を25%(4年に1回)､ 1ba当たりの所要種子量を25kgとすると､計画対象地区の所

要種子量の合計(正味)は､雨期作5,460トン､乾期作1,150トンと算定される｡

所要種子量の算定

雨期作:871.4ha x 25% Ⅹ 25 kgルa
= 5,460 ton

乾期作:184.Aha x 25% x 25 kgAla
= 1,150 ton

種子生産農家における保証種子の平均収量を3･O ton/haと仮定すると､所要作付け面積は､そ

れぞれ1,820 ba､ 380 baとなり､種子生産農家における依託栽培面積を0･4 baとした場合､地区

全体で5,500農家の事業参画が必要となるoまた､保証種子生産に必要な原種種子の所要量は55

トンとなる｡すなわち､原種種子生産に必要な種子囲面積は22 baとなるo

所要作付け面膚の算定

雨期作:5,460 ton / 3.0 ton伽= 1,820 ha

乾期作:1,150 ton / 3.0 t皿/血= 380 ha

嘩子生産農家数の算定

(1,820 ha + 380 ha) / 0.4ha
= 5,500農家

原種種子所要量･原種囲面積の算定

(1,820 ha + 380 ha) I 25 kg/血= 55 ton

55 ton / 2.5 ton/ha
= 22 ba

上記より､計画地区内に概ね30 haの種子圃場と種子関連施設･資機材から構成される原種生産

農場が必要であり､さらに保証種子生産のため合計5,500農家の参画および生産された保証種子の

保存流通施設が不可欠となる｡原種生産農場については､既存施設の改修･拡張が望ましいoまた､

農家への依託栽培を含む､優良種子の生産･配布については組織･制度が未確立であり､マスター

プランに沿ったモデル事業を先行させ､その経験に踏まえて､より現実的な種子生産配布事業を計

画する｡
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蓑1.4.2 コンポントム州の月平均降雨土

項目 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 合計

降水量(皿) 6.3 3.2 19.0 111 160 203 186 156 253 200 63･4 7･81,436

ストウンセン川の月平均流量は下表のとおりである｡

表1.4.3 ストウンセン川の月平均沃土

°nit :皿ソsec

項目 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 平均

流量 12 8 7 15 52 146 294 519 688 476 59 21 184

1.4.2 開発計画

カンボジア水資源開発省によれば､同涜域には130,000 haの濯激闘発可能地があるとされてお

り､下記のとおり､ 1995年にダム高19皿の多目的ダム建設を軸とする発電と濯濃からなる開発案が

策定されている｡

① 雨期54,810 ba､乾期3,550 baの濯親閲発

② 最大設備容量38MWの水力発電

③ 洪水調節､及び

④ 内水面漁業

現地踏査を実施したところ､流域内には64の既設小規模潅概地区がある.いずれもボルボト時

代に技術的に十分な検討がなされないまま建設されたため､潅概施設は十分に機能しておらず､改

修が必要なものも多いo現在､濯満面積(補給潅概)は雨期32,720 haであり､概ね30%の水田が濯

概されている｡一方､乾期にはわずか1,300 haしか濯渡されていない｡豊かな土地水資源を有効

活用するためには､早期に開発調査を実施し､計画の最適化を行う必要があるo

一方､計画地区内にはⅣGOの支援を受けて､小規模濯概事業が各地で実施されている｡参加型開

発による事業展開がなされており､建設および維持管理における労務提供を含め､水代徴集も農民

自らが実施していた｡

地区内の交通網は､洪水防御施設の不備により各所で寸断されており､生産投入材の配布および

収穫物の搬出に支障をきたしている｡域内で生産された農作物の市場流通を円滑に行うためには､

アクセス改善が緊急な課題である｡したがって､濯概開発に当たっては､流域全体を一体的に捉え､
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洪水調節と整合性ある､農道整備､村落給水､農村電化など､農村インフラ開発を実施することが

重要である｡

1.4.3 開発調査への提言

政府は､従来の天候依存型から近代的集約農業への脱皮が必要との認識に立ち､ ①濯概排水施設

の整備､ ②改良農法の導入による土地生産性及び労働生産性の向上､及び③農村インフラの整備を

農業部門の具体的方策としている｡本計画の基本理念は農業インフラの整備による安定的農作物の

生産の達成､流通整備による収入の安定､農村生活改善による農民生活レベルの向上を計画実施に

ょって目指すこととする.ただし､上述のとおり､地区内では既に参加型開発による小規模藩政事

業が実施されていることから､その実績に踏まえた開発構想の検討が重要と判断される｡
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ヵンボジア国バッタンバン川流域農業開発計画
要請状(秦)



TECⅢNICAL COOPERATION

BY

THE GOVERNMENT OF JAPAN

AE巴1皿

by the Government of theKingdom of Cambodia

for a DevelopTnent Study on

BATrAMBANG AGRICULTURAL AND RURAL DEVELOPMENT PROJECT

to the Government oりapan

1. PrDjectDigest

1.1 ProjectTitle

Battambang Agricultural and Rural Development Prqject

1.2 Locatio n

Battambang Province (Attachment
-

1)

1.3 ImplementingAgency

(a) Name of Agency

Ministry of Water Resources and
Meteorology

@) Organization of Agency

organlzation chart of Mimistry of
Water Resourcesand Meteorology

(Attachment
- 2)･

1.4 DesirabLelmplementation Schedule

(a) Development Study

@) Implementation

Approximately 20 monthsfrommiddle
2000

Approximately丘ve (5)years from 2003

1.5 PrDSpeCtive Funding Sources

(a) Master Plan(grant) : JapanInternational
Cooperation Agency (JICA)
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(b'Imple-entation :

J.avpea,nse望t;rcn.alto:?
cc.o.o,pe:::itionnFu?de.nfC;a,''alnC(A.'ECanqd

2. Project.JustirlCation

2.1 Sectoral Bact唱rOund

cambodia borders Thailandinthe west, Laosinthe north, Vietnaminthe east,and the

Gulf of Thailandinthe south. The nationalterritory
is 181,035kn2 which is adminlstratively

dividedinto 21 provinces･ The total population is estimated to
be ll･4血honin1998 with

the population
density of 63 persons per

km2･ out of the totalpopulation, 84%
hveinrural

areas and engaged main1yinthe agriculturalsector･
The population

is growing at anannual

average of 2･4%･

The national1and is dividedinto three (3) river and lake
basins･ The Mekongriver

flowsinto the State from Laos and out to Vietnam･ The
Tonle Sap river JOlnS the

Mekong

river, at the capital, Phnom Penh, which
further turns the flow to the east andjoinsthe

Bassac

river. The nood planis
formedinthe centralpart of the

State, which occupies 37% of the

national territory･ About
85% of the totalpopulation

are concentrated withinthe central

plain･

Tbe land use patterns are
highly coincident with the physiograpbic丘)-ation

mentioned-above. The central plain liesinthe range
between El･ 10 m and El･ 30 m, which

is

inundated during the wet seasonsand used
broadly for lowlandrice cultivation･ The plain

is

surrounded by mountains and rolling
hills covered by forest･

The general1and use patterns

∬e summarized below.

GctLCral I.and Use Phttcms of Cambodia

I.and Use Category Area (1000ha) Extent (%)

Paddy field

Uplatld丘eld

Forest

Bush and wetland forest

Grassland

Water bodies

2,639

1,275

10,569

2,976

245

450

5

0

2

4

4

5

4

7

8

6

1

2

1

5

1

Total 18, 154

The Government of Cambodia places a great emphasis
on economic growth and social

developmentviafree economy marner･ The economy has grown atanaverage armualrate

of5･9%inthe period &om 1991 to
1995･ It was further improved7･6% for 1995･ The per

capita GDP has been
improved from US$ 200in1993 to USi 286in1999 (estimated)･ In

spite of such a remarkable economic growth, the
State is stu categorizedinto

LLDC･
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Agriculture is the mainstay of the nationaleconomy･
It has contributed 47

- 50% of

GDPand sustained the populationinthe
Stateinterm of food supply･

Since the sector

providesanemployment opportumity to 73% of the totalworkable population, the sector
is

more important for local people rather than
its appearanceinthe economic

indicators･

The agriculturaldevelopment
has been achieved mainly by extension of

farmiandin

spite of peculiar constraints such
as insecurity and landmines･

Currently, the arable land

extends to 3.4miuon
ha, of which only 2･11mi1hon

ha or 62% are planted with paddyand a

diversity of crops･
The planed area

by crop IS Surnmarized
below･

platLtCd Area by Crop

crop Area (1000ha) Extent(%)

Rice

Uplazld Crops

Corn

Vegetables

Green gram

Soytxans

Tobacco

Cassava

Sweet potatoes
Groundnuts

Se same

S11gar Cane

Jute

91.1

8.9
I

I;it;ri主-i].Zi.:::.(:.,(ji･i{.
′＼

Rice is the main staple food for the
Cambodianpeopleand it dominates the

agricultural sectorinterms of planted areaand production･
Before 1969, Cambodia was the

rice exporterintheinternationalgrainmarket･
However･ during the last two decades, the

state experienced the seriousrice shortage･
But the situation has been graduany

improⅧg

since 1996. Domesticrice
is now oversupplied with the total production of

l･96 minion tons

with the marketable surplus of about
O･3mi1hon tons･

The upland crops occupy 9% of the totalplanted
area earning 5% of GDP･ Most

crops are produced forincome generation and as such they tend
to be grown on the

better

so召s close to market,and where water is avai1able･
Many crops are incorporatedinto rice-

based farrrmg systems, often planed
immediately aRer harvesting of riceinthe

better sons

where residual moisture
is available.

vegetable production isalsoincreasing
due to a rapidlyincreasng urbanpopulationin

plmom penh resultinginanexpansion of planted areasin丘ve (5)provinces located nearest
to

the capital, namely
Kandal, Kompong Cham, Takeo･ Kompong Speuand Kompong Chhnang

inthe last ten years･
Crop diversiBcation is encouraged for improvement of farm血rnny

incomeinthese provinces･

The agriculturalsectorinCambodia encounters several constraints resulting
in low

cropping intensity and annual
fluctuation of crop･

Lack of irrigation
facnities is the most
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serious problem･
The nationaltotalof krigated area is estimated to

be O･52mi1lion ha or

22.9% of the totalcultivated
land. The irrigated areas currently produce approximately

31.4% of the totalrice production of Cambodia･ Supplementary imigation is highly

important to timely planting of crops and
to enable the plants to survive the

corrmon periods

of drought that occur
during growlng SeaSOns･ In addition, the

improvement of drainage

system is also
important to aⅡow farmers to access and cultivate

their farm in lowllying land･

This gives the farmers
both crop security and reduces the risk of using Inputs

leading to

improve rehabihty and yield･
Further development potential forrice

is estimated to be as

large as over lmillion ha･

2.2 Sectora] I)eve]opment Policy

Fo, the second mandate (1998
- 2003),the Government of Cambodia set up the clear

objectives
for agriculture developmentinparal1el with the nationalpolicies･

It places the

great emphasis on food security with the population estimated approximately
13･173,000

peoplein2003 at the current growth rate of 2･4% per annum･
The sector is envisaged to

concentrate further onincreased rice production
as well as expansion of production of

vegetables,fruits andindustrial crops･
The pohcy targets toincrease therice production

at

3.3% to 4･0% p･a･ To achieve the development goal･ the irrigation
development is more

emphasized･ ju the efforts are to be directed to the
irrigation development･

2.3 Problemsto besolved in the Sector

Major problems to be solvedfor the realization of proper
imigation developmentinthe

state are as mentioned below.

(i) inadequate design and deterioration of the existing
irrigationand drainage

facilities constructed
during the Pot Pot reglme,

(五) insufficientfund for both rehabihtation of the existing
irrigation schemes and

de∇elopment of new schemes,

(ih) - necessity oflarge scale
drainage improvementandflood controlinaddition

toinvestment for irrigation development,

(iv) 1essinstitutionalcapacity for supporting the血igation
development,and

(v)insecurity due to substantialexpansion of mine lands･

2.4 0utlineofthe Project

(1) Objectivesof the Project

Battambang Agriculturaland Rural Development Project(hereinaRerreferred to as the

project)win contribut?
to regionaland the State,s agricultural

development and win play a

key roleinrealizing the following:

(a) Short-term objectives
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(i) to enhance credibility of irrigation system,

(i) to implement on-farm developmentincluding
farm land consohdation,

(ih) to enhance agriculturalproduction and productivity,

(iv) tointroduce advanced farming techmiquesand agricultural support system, and

(v) to implement ruraldevelopment･

(b) I･ong-termobjectives

(i) to attainoverall national food security,

(五) to save foreign currency by promotion of agricultural productioninstead
of

exports,and

(iH) to developfuny sustainable farming systems which
reverses current environmental

degradation and son erosion･

(2) PrqjectComponents

ln order to attain the above objectives,the
following works need

to be implemented

under the Project:

(i) development of new water resources through construction of
diversion weirs,

dams and water supply system,

(五) rehabnitation of existing irrigation systemand construction of
drainage system･

(出) on-farm developmentincluding
land leveling, construction of tertiary canals,field

ditches, tertiary drainsナfield drainsand farm roads,

(iv) improvement of agricultural support services such
as agriculturalresearch,

agricultural extension servicesand agriculturalcredit,and
improvement of

farmersl organizationssuch asvinage
development cooperatives, agricultural

credit cooperatives and agriculturalmarketing cooperatives,

(v) establishment ofaneffective water managementand
O&M system,including the

establishment of water users'associations,

(vi) set up of a coordination comittee under the imitiative of
Ministry of Water

Resources and Meteorology, which will take overall responsibihtyfor planning

and execution ｡f the worksand project,
as wen as the management and

coordination of agencies concerned,

(vii)staff training to be undertaken for an professionaland丘eld staff who win
be

involvedinthe Project･Aneffective丘eld advisory services needs
to be created･

Training win be encompasslng au disciplines of
irrigation development･ The

self-help envisaged
for the larger portion of the area requires extensive

back up

&om competentfield personnel,
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(viH)farmers,training, demonstrationand丘eldvisitsinorder
to enable the farmers to

gainthe necessary expertise
to manage, operateand maintain their schemes

as

viable enterprlSeS･ Focalpoints are improved farming PraCticesincluding

selection of pro丘table crops and
diversi丘ed cropplng System, Proper and timely

application of fertilizers and chemicals, and
improvement of post-harvesting and

marketing system,and

(ix) construction of domestic water supply system, sewage
facihties, roads and others,

if required･

(3) Prospective Bene丘ciaries

people hvinginthe Battambangriver basin･ The mainportion of theriver basinis

admimistratively under the
Battambang Province･ The Province covers 19,000 km2ineight

(8) Districts, where the total population of 780,000 1ive･

(4) Priority of ProjectinNationalDevelopment
Plan

The objectivesof the
First Socio-Economic Development Plan199612000 are to;

-

reform the nation, itsinstitutions,and
its public services

-

rely on private entrepreneurshipand market as engines Ofgrowth

- double the present
level of GDP

by 2004inrealterms, and place
heightened

emphasis on harnessing
Cambodia,s agricultural, industrialand tourism potentials

-

extend health, educationaland socialservices
to the entire population so as to

ensure,withinthe decade, a substantial improvementinthe standard of living

- improve rural1iving by promoting ruraldevelopment

ensure the pattern of sustainable
development socially, politically,

environmental1y and丘scany

strengthen domestic self-rehance and reduce externalfinancial and technical

assistance

For the above-mentioned objectives,the reinforcing strategies
are', 1) to reform the

admimistrative and judicialinstitutionsthe State, 2) to promote economic stabihtion and

growth, 3) to ensure structuraladjustmentand second reform, 4)
to provide direct support

for

sustained developmentand 5) to optimize the sustainable utilization of the naturalresource

base.

The agricultural sector, therefore, receives
a high priority, as it is a key

to bolster rural

economy･ The basic goals of the sector are as
fouows･

- ensure food security through expansion of
rice production, or its market

avanability, and of food crops

-

contribute to economic growth and
to foreign earn1ngS through exports

- improveincome opportunities for
farm households by diversifyingcrop

production
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In line with the First
SocioIEconomic Development Plan 1996-2000, the Ministry of

water Resources and Meteorology lS entrusted to promote the water
resources development

of irrigation and hydro-power generation･ The Mimistry hsted up au the water resources

potentialsinCambodia･
The priority lS glVen

tO the Battambangriver basinwith other two

(2)basins, i･e･ Prek Thnot and Stung Chimit, for which
high economicand血ancialviabihty of

the multi-purpose development
is recognized･

3. Terms of Reference orthe Proposed Study

(Referto Attaclment 13)

4. Facilities and Information for the Study Team

(1)Assignment of Counterpart Personnel of thelmplementing
Agency for the Study

The implementing agency of Ministry of
Water Resourcesand Meteorology has a

capacity to asslgn COunterpart perSO皿el corresponding
to the n血ber of Study Team

members to be organized by the Government of Japan･

(2) Available data, Information, Documents,
Maps etc･ related to the

Study

- Meteo-hydrological data

- Topograpbic maps on a scale of
1:50,000 and 1:250,000

- son and geologicalmaps
on a scale of 1:50,000 and

1:250,000

- cadastral maps on a scale ofユ:50,000

- Previous study reports

ー Au information available at the offices relevant
to the Project

(3) Information on the Security Conditionsinthe
Study Area

There is no security probleminthe
Study Area as wen asinthe capitalcity of

B at tambang.

5. GlobaI Issues

(1) En､心onmental lssue

special attention has been paid to the environmentalconservationintheriver
basin･

For this, the environmental
impact assessment win be donealong with the

development study

inorder to formulate a plan with the minimum adverse effects
on natural and social

environment andmitigation measures･
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(2) WomeninDevelopmentandAnticipated
Impacts on Women Caused by the Project

women would play a major rOleinthe economy･
They are overwhelming majorityof

producersinagriculture, which
is the mainstay of the economy･

The Government is making

a de肋erate effort to ensure the place of womeninthe
mainstreamof

development･

The,efo,e, the Study should verifythe needs of womenand constraints they
face･ The

proposed planshould
be formulated with a particular attention

to women･

The farmlng efficiency would
be raised through the Project･ Accordingly the woments

participationinthe
farmlng activities would

be reduced aRer completion of
the Project･

(3) Poverty Reduction Components oftbe Project

Farmers, economy would
be improved due toincrease of agricultural production･

(4)Any Constraints against the
I･ow Income People Caused by the Project

None.

undertakings or the Government of Cambdia

In order to facilitate a smoothand efficient conduct of the
Study, the Government of

cambodia shah take necessary measures mentioned
below:

(a) To facilitate the safety of the Study Team;

(b) To pe血t the members of the Study Team to enter,
leave and sワjourn

in the State

for the duration of their asslgnment therein, and exempt
themfromalien

registration requlrement and consular
feesinaccordance with existing regulation

and laws;

(c) To exempt the members of the Study Team
from taxes, duties and any other

charges on equipment, machinery and other materials
broughtintoand out of the

state for the execution of the
Studyinaccordance with existing regulationand

laws;

(d) To exempt the members of the Study
Team&omincome tax and charges of any

kind imposed on or in connection with any emoluments
or auowanCeS Paid

to the

members of the Study Team
for their servicesinconnection with the

implementation of the Studyinaccordancewith existing regulationand
laws;

(e) To faciutate the necessary facihties to the
Study Team for remittance as wen

aS

utilization of thefundsintroducedinthe
State from JapanincorLneCtion withthe

血plementation of the Study;

(i) To secure pemission or entryinto au the areas required
forthe conduct of the

Study;

(g) To securepemissionfor the Study Team to takeal1 data,
documents and

necessary materials related
to the Study out of the

State to Japan;
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(h) To provide medicalservices as needed･ Its expenses win
be chargeable to the

member of the
Study Team･

The G.vernment of Cambodia shah
bear claims, if any arises against member (s)of the

Japanese Study Team resultingfrom, occurrmginthe
course of or otherwise connected with

the discharge of their dutiesinthe implementation of the
Study, except when such claims arise

&om gross negligence or wilblmisconduct on the part of the member of the
Study Team･

The Implementing Agency shall act as counterpart agency
tO the Japanese Study Team

and also as coordinating bodyinrelation with other governmental and non-governmental

organizations concerned
for the smooth implementation of the Study･

The Government of Cambodia assured that the matters referredinthis
form will be

ensured for a smooth conduct of the
Development Study by the Japanese Study Team･

Signed:

Titled :

on behalf of the GQVernment Of theo

Date:
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Attach Rent-3

Terms of Reference

for

Master Plan Study

Om

Battambang Agricultural and RumI Development Project

im

The Kingdom of Cambodia

Background arid JustirlCation of the Study

The Battambang Agriculturaland Rural Development Project is located in the

Battambang Province (approximately19,00O km2)inthe north
-

western part of
Canbodia･

The population of the Battambang Province is approximately O･78mi1lion in 1997 and O･36

mi1hon people (46% of the totalpopulation of the Province)engageinthe agriculturalsector･

Battambang River Basin(approximately 7,000 km2) isalso caued the
Battambang plain and

one of the most fertile parts of
Canbodia･ Sugarcane, cotton and other cash crops !n

addition torice were growninthe
Province &om the French and the Sihanoukperiods･

The Battambang rlVer rises in the mountainous region bordering
nLanand･ Itflows in

a generally easternto north eastern
direction to thevinage of払ntu, where it turns

northwards towards the city of
Battambang･ Some 10 km north of Battambang, the river

sphts into severalbranches which flow across the
fertne plantowards the Tonle Sap･ A

major tributary is the Stung
ChamAng Kuby, which joins the Battambang river near the

village of Phum･

Rice is the most important cropinthe
Province, but is cultivated almost only

during the

wet season･ A present average yield
in the wet season in the Pro血ce is only

l･2 to l･3

tons伽. The unit yield ofriceinthe Province was O･6 tnlain1997 due to drought･ During

the dry season, only 400
- 500 ha can be cultivated, mostlyinthe

Bovel area,and average

〆eldsare 2 tonsnla･

AgricultureinBattambang is facing the same problems asinthe rest of Cambodia,

despite its so血s being of much
better quahty･ The major Problems

are as fouows:

i･ Agricultural production suffers
from water shortages during the

dry season･

There is a need to construct
dams to enable the large volumes of wet

season

runoff to
be stored.

During the wet season, uncontronedflooding of areas is a major constraint
on

highrice yields,and prevents use of
high-yielding new (butshort stem) varieties･

The shortage of agriculturalknow-how which disappeared with the
lack of

experienced and skilled people･
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The previous studies
identified the large development of irrigationand

hydro-power

potentialsinthe 1950,s･ Several studies were made and血ally
formulated the Battambang

plain Development Projectconsistingof
the fouowing four (4) development components･

i･ Irrigation of 68,000 ha oflandinthe
Battambang plain

缶. Power generation at the north of
PhumLeao (installedcapacityinthefirst stage :

24MW)
ia Floodcontrol

iv. Fisheries

Around the balanced watershed management concept, the
development study for the

Battambang Agriculturaland Rural Development Project (the Study) win review an the

previous studuesincluding the existing plans･ The
Study win pay a particular attention

to the

previous plan mentioned above･
A part from the large-scale

development, the possibilities of

small-scale agriculturaldevelopmentwill also be stuidied･
The Study win focus on the

community-based
irrigation development to be formulated througha participately approachin

order to meet urgent
development needs of local communities･

Therefore, a comprehensive

master planincluding environmental assessment win Brstly
be carried out for the whole river

basininorder to identifythedevelopment potentials and appropriate
direction for the river

basindevelopment･ The master plan study win select priority projects
for which a feasl姐ity

study will secondly be made･

2. JustirlCation of JaparleSe Technical Cooperation

A鮎r completion of a series of
development study, the Government of Cambodia

intends to request thefinancialassistance
to the Government of Japan for the

implementation

of the projects
to be proposedinthe studies･

The development study by the
Government of

Japan win get
him acquainted with the

importance of the projectsand makes
it easier to get

tbe血ancial assistance丘)r the prqject血plementation･

3. Objectivesofthe Study

The objectivesof the proposed master planandfeasibihty
study (hereinaRerreferred to

as ･･the Study") are to formulate a strategicand comprehensive
irrigation development plan for

the Battambang River Basinand to carry out a feasibihty study
on selected priority project

for

balanced and systematic
development ･

4. StⅦdyArea

The Study Area is dehed as the Battambang River Basinwith a totalarea of 7,000

kn2 extendinginthe Battambang Province･
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5. ScopeortheStⅦdy

5. 1 General

The scope of the
Study wnl be as

follows:

(a) Master plan study in which the phased
development idea of the Battambang

River

BasinAgriculturalDevelopment Projectwin be clearly set up taking the血ancial

andinstitutional capabnity of
the Government of Cambodia and

Mimistry of Water

Resources and Meteorology,

(b) Preparationof topographic map
for the priority irrigation projects,and

(c) Feasibihty study for priority
hrigation projects,which win

be selectedin血ewith

the Master Plan.

The Study will be carried outinthe
fonowing three phases:

phase-I: Master Plan Study

Field Work-I: Data couection,field surveyandinvestigationand
formulation of

basic development plant

Home Work-I:Analysis, study and preparation of
Master PlanReport (Interim

Report)

phase-ⅠⅠ: Preparation of Topographic
Map

phase-III: Feasl1)ility Study

Field Work-III: Topo-survey'supplementary data conection,field surveyand

investigations mainly for the prlOrity project
areas･

Home Work-III:Analysis, studyand preparation of
Feasibihty Report (Dra氏Final

Report and Final Report)

5.2 Detai1ed Scopeofthe Study

phase･Ⅰ: Master Plan Study

Field Work-I

(a) Data conection and review on:

(i) existing projectstudies
on the Study Area,

(ii) natural resourcesincluding topography, meteorology, hydrology,

geo-hydrologyand soils,
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(iH) socio-economyincluding population and number of households,

cadastral map, socialstructure and socialinfrastructure,income,

living standards, nationaland regionaldevelopment plan, national and

reglOnal economy'organizationalstructure of regionalgovernment,

(iv) agricultureincluding land use, cropped area, cropping pattern, crop

variety,mit yield, farⅡ-g practices and
land holding system,

(v) agro-economyincluding price of product, price of
farminput,

marketing system and
farm economy,･

(vi) irrigationand drainageincludinginventory
hst for existing irrigation

and drainage
facihties, design criteria,

information on O&M and

water management,

(vii) ruralin&astructureincludingvinage road, domestic water supply

system, electric supply system, telecommunication system, sewage

system, post-harvestand storage facihties, agro-processlng
facilities,

scbool and health center,

(viH) farmers･ organizationand agricultural supporting systemincluding

water users, association, agricultural cooperative, agricultural

research, credit system, extensionand other supporting services,
and

(ix) environmentincluding ecosystem, son erosion and sedimentation,

water quality,and historicaland culturalassets･

(b) Field survey and basic studyincluding:

(i) Review on the existing projectstudies
on the Study Area,

(去) hydrologicalsurveyincluding review of existing
hydrologicaland

water balance study,

(ih) geologicalsurveyincluding review of existing geologicalstudy,

con&mation of existing well location, survey
on present Well

conditionand check of water quality,

(iv) sonand land use surveyincluding reconnaissance and auger
boring to

con血m the
information showninthe existing soil map and丘eld

check of present
land use uslng the existing aerial photoand

topographic maps,

(v) irrigationand drainage surveyincluding survey on present irrigation

and drainage networksand on-farm facilities, operationand

maintenance condition, activities of water users'associations,and

water charge collection,

(vi) socio-economic surveyincluding review of nationaland regional

development plans, survey on social structure ofvillage,living

standard ofvillagers, women･s participationinsocial activities, and

NGOs'activities,
I
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(vii) agricultural and agro-economic surveyincludinginterview survey to

farmers for the collection of
information on family size,income,

monthly expenses, living condition,
farmmg practicesand

farmers-

desireandintention to agricultural development, and survey on

present conditionsand constraints of the agricultural supporting

SerVICeS,

(vih) rural infrastructure surveyincluding the survey on present conditions

ofvi11age road,
domestic water supply system, electric supply system,

telecommunication system, sewage system, post-harvest and storage

facility, agro-processlng
facility, schooland health center, and

interview tovillagers to hear their desire andintention,

(ix) construction materialand cost surveyincluding the survey on

avai1ability of construction materialsand
laborers and their umit pnces,

(x) environmentalsurveyincluding survey on condition of water

pohtion, ecosystem, so丑erosion,and confirmation of endangered

plant and animal species and
historicaland cultural assets,and

(xi) preparation of Progress Report (I),which win
describe the experts.

activities, the results of鮎1d surveyand
basic consideration

for the

future study for the formulation of master plan･

Home Work･I

(a) Evaluation of development potentials, needs and clari丘cation of present

constraints for the future agriculturaldevelopment･

(b) Formulation of development strategies consisting of:

(i) water resources plan including the assessment of water pote血al and

water balance study between the water requlrementSand water

supply fわr potential crops,

(立) agricultural development planincluding recommendable cropsand

croppng pattern, modernized
farrmng practices, expected fa-

income aAer implementation of the Project,and improved marketing

system and agricultural support system,

(iH) irrigation development planincluding rehabilitation program of

existing
irrigation and drainage system, on-farm

development

consisting of land leveling'construction of tertiary and quaternary

canals, tertiary and quaternary
drainsand farm roads,and effective

water managementand O&M system,

(iv) ruralinfrastructure development planincluding construction of

domestic water supply system, sewage
facilityand roadineach

l瓜1age,
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(v) environmentalconservation planincluding
nood and sediment control,

soil conservation, conservation of wild life,mitigation of water

pollution,

(vi) estimate of project
implementation cost,

(v立)project evaluation
from technlcaland economicalviewpoints and

selection of priority projects,

(viii)preparation of overall development program,and

(ix) selection of priority projectsinlinewith overa丑development program･

(c) preparation of Master Plan Report (InterimReport) which win
describe the

study results and recommended
development plan of the Project･

Phase-II･･ PreparatioT1 0f Topographic Map

Field Work-II

The topographic maps win be prerpared on a scale of 1/5,000with a

contourintervalof 0.5 m for the pr10rity project areas
by means of

pbotogrammetry and ground suⅣey･

Phase-III: Feasibility Study

Field Work･III

(a) Supplementaldata collection, if any･

仲) Field surveyand basic studyincluding:

(i) soil and land use survey using the aeria) photo and topographic map,

(並)
,topographic

surveyalong mainand secondary irrigation canals and

maindrainsand at severalon-farm development areas selectedfor

typical design,

(ik) construction material survey for embankment materials, sandand

gravel,

(iv) agriculturaland agro-economic survey for the fouowing items:

-

crop, crop variety'cropplng Pattern andlivestock,

-

crop production and seed marketing system,

一 trend of demand and supply of agricultural products,

- farmlng PraCticeand mechanization,

- incremental effect on〆eld
by irrigation,

1 labor balance on farmlng Practices,

-

pro丘tabilityand marketability of crops and
livestock,
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-

agro-processmg and post-baⅣest,

-

marketing, transportation and stormg, and

_ institutionalconstraints to the project
development,

(v) survey on agricultural support system
for the fouowing items:

-

agriculturalsupport system tointroduce
new crops and irrigation

methodsincluding
demonstration or experimental

farm,

-

research station, extensionand credit,

-

government policy
for agriculturaldevelopment,

-

present activitiesand血anciar situation of organizationsand

institutions for the agriculturalsupport system, and

-

constraints to the agriculturaldevelopment,

(vi) survey on ruralin&astructure particularly for
domestic water supply

system, sewage facnity andvillage-link road,

(vii) cost survey for construction materials, construction equipment and

laborers, and

(viB) preparation of Progress Report (II),which win
descnbe the experts'

activities, the results of丘eld surveyand
basic consideration

for the

future study for the
formulation of the feasibility study･

Home Work･III

(a) Formulation of development plan consisting of:

(i) agriculturaldevebpment planincluding recommendable cropsand

croppmg pattem, modernized
farmLng Practices, expected

farm

income after implementation of the Project,and improved marketing

system, agriculturalsupport system and farmers. organizations,

(正) irrigation development planincluding the calculation of water

requlrement and drainage module, preliminary design for

rehabilitation of existing
irrigation system and new

drainage system,

typical design for on-farm development works selecting several
areas,

and preparation of water managementand
O&M manual,

(iH) rural in&astructure development planincluding the layout planand

typicaldesign of domestic water supply system, sewage
facility and

roadinselected viuages,

(iv) preparation of project
implementation program,

(v) estimate of projectcostincludinginvestment
costand O&M cost,and

(vi) projectevaluation
from economicalandfinancialviewpoints･

(b) Preparation of Feasibility Report which w皿1
describe the study resultsand

recorrmended
development planand justificationof the Project･
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5.3 TransJTer ofTechnology

Throughout the course of the Study, transfer of technology and
tralnlng Win be

provided to counterpart experts
by foreign expertsinthe

fonowing丘elds:

(a) Field survey andinvestigation
for every血e of

foreign experts assigned･

(b) Plan and design for irrigation and drainage system, on-farm
developmentand

rural infrastructure.

The above transfer of teclmology will
be carried outintheform of on-the-jobtralnmg

and seminarduring the course of the Study･
In addition to the above transfer of

technology,

overseas training winalso be programmed preferablyinJapan･

5.4 Study Schedule

The period required
for the Study is estimated at 20 monthsintotal

for three phases

as fonows (See Figure 1):

Phase-I Work

Phase-ⅠI Work

Phase-ⅠⅠI Work

8 months

5 months

9 months

5.5

The fouowing foreign experts will be required
for the Study:

(1) Team Leader

(2) Irrigation and Dr血age Engineer

(3) Soil and bnd Use Planner

(4) Agrono血st

(5) Agro-econo血st

(6) Rural In&astructure Development Planner

(7) 0&M Expert

(8) Hydrologist / Water Resources Planner

(9) Geologist

(10)Soil MechmicalEngineer

(11)Topographic Engineer

(12)Structure Design & Cost Estimate
Engineer

(13)Environmentalist

(14)ProjectEvaluation Expert

The required manpower Input
is estimated to

be 90 man-monthsintotal･

Expected Major Outputs of the Study

The major outputs of the
Study are expected to

be: (i)formulation of master plan for

the totalstudy area with the priority order of agricultural
development for respective projects

1-39



includedinthe studyarea, and (正)projectevaluation
from the techmicaland economical

viewpoints and the implementation program
for the priority project･

These study results w丑1

be compnedinthe fonowing reports, which wnl be submitted
to
･the
Government of Cambodia･

Inception Report : Twenty (20) copies shah be submitted at the corrmencement

of the Phase-I Work

progress Report (I) : Twenty (20) copies shall be submitted at the end of
the Field

work-I of the Phase-I Work

lnterim Report : Twenty (20)copies sham be submitted at the end of the
Phase-

IWork

progress Report (II): Twenty (20) copies shall be submitted at the end of the
Field

work_Ill of the Phase- Ill
Work

DraftFinalReport : Twenty (20) copies shall be submitted at the end of the
Phase-

ⅠⅠIWork

FinalReport Twenty (20) copies shah be submitted withinone month aAer

getting the corrments of the Mimistry of Water
Resourcesand

Meteorology on the Dra允 FinalReport
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Ⅰtems Month

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 EZ] 12 13 14 15 16 17 18 19 20

PreparatoryWork

Phase-Ⅰ:MasterPlanStudy

Fieldwork-Ⅰ

Homework-Ⅰ

Phase-ⅠⅠ:Fieldwork-ⅠⅠ

Phase-ⅠⅠⅠ:FeasibilityStudy

Fieldwork-III

Homework-ⅠⅠⅠ

:::::;::;;;:

特亨…妻i至…妻:;:至:妻:妻;i:i;妻;至:.妻;妻;妻:妻:蔓;≡;妻;享;妻;妻;享;

室:=:妻;毒;隻;::妻;妻;妻;妻;享:妻:妻:蔓:妻:妻;享;妻;≡:蔓;蔓:妻;妻;毒:三:≡:;;;;::::

SubmissionofReports Ⅰ 良 P/ g I( 良 P/ EZl D /R F

Notes:Ic/R:InceptionReporlP/R:ProgressReportⅠt/R:InterimReport

DF/R : Draft Final Report F/R : Fina) Report

- Work in Cambodia 【:;:;≡:≡:ヨWorkin Japan

Figure l Tentative Work Schedule
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TECHNICAL COOPERATION

BY

THE GOVERNMENT OF JAPAN

APPLICATIO N

by the Government or the Kngdom or Cambodia

for a I)eve]opment Study on

IMPROVEMENT OF SEED PRODUCTION AND I)ISTRIBUTION SYSTEM

IN SIX (6) PROVINCES OF LOWLAND AND COASTAL REGION OF CAMBODh

to the Govemment of Japan

1. Projcct I)igest

1.1 ProjectTitle

lmprovement of Seed Production and
Distribution SysteminSix (6) Provinces of

Lewlandand CoastalRegion of Cambodia

1.2 Locatio n

six (6) Provinces of I-land and CoastalRegion of Cambodia, i･e･ hndaL Prey

veng, Kompong Cham, Svay Rieng, Takeo, Kompot (Attachment
- 1)

1.3 Implementing Agency

(a) Name of Agency

Mimistry of Agriculture, Forestryand
Fisheries (MAFF)

o') organization Chart of Agency as per Attachment
- 2

1.4 DesirabLe Implementation Schedule

(a) Development Study : Approximately 18 monthsfrommiddle
2000

仲) Implementation : Approximately丘ve (2) yearsfrom2002

1.5 Prospective Funding Sources

(a) Master Plan (grant)

(b)Implementation

Japan lnternational Cooperation Agency (JICA)

Japan International Cooperation Agency (JICA)
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31.4% of the totalrice production of Cambodia･
Supplementary irrigation is highly important

to timely planting of crops and to enable the plants
to survive the common periods of drought

that occur durhg growlng SeaSOns･ In addition, the
improvement of drainage system

isalso

important toallow farmers to access and cultivate their farminlow-lゅg
land･ T払gives the

farmers both crop securityand reduces therisk of using Inputs
leading to improve rehabuity

and yield･ Further development potential for rice
is estimated to

be as large as over 1 million

ba.

2.2 SectoraI Development Policy

F., the second mandate (1998
- 2003), the Goverrment of Cambodia set up the clear

objectives
for agriculture developmentinparal1el with the nationalpoucies･

It places the great

emphasis on food security with the population estimated approximately
13,173,000 peoplein

2003 at the current growth rate of 2･4% perannum･
The sector is envisaged

to concentrate

further onincreasedrice production as wen as expansion of production of vegetables,fruits

andindustrialcrops･
The pohcy targets toincrease therice production

at 3･3% to 4･0% p･a･

2.3 Problemsto be Solved in the Sector

Major problems againstrice productioninthe
State are as mentioned below･

(i) lack ofimigation, drainageandflood control facilities,

(云) low avana岨ity of farminputsincluding qualiBed seeds, chemicalfertilizers and

agro
-

chemicals,

(iH) shortage of labour forceand dra氏animalespeciauy
for land preparation

(v) 1essinstitutionalsupport for farmers'agriculturalactivities, and

(vi)insecurity due to substantialexpansion of
mine lands･

Rice cultivationinCambodia
is dependent highly upon rainfaus and

floods du血g the

period from May to
November･ IACalfarmers has rationalized their rice cultivation

by uslng a

wide range of traditional rice varieties, which
are more suitableand adaptable

for natural

c｡nditi｡nsinsitu. However, the umit〆eld
is low and unstable due to severalconstraints

as

pointed out
by donor agenciesand rice researchers･

The average paddy yield
is the lowest in

Asia, i.e. 1.5 tonnla.

The major COnStraints identi丘ed are suⅡ皿arized
below･

(1) Erratic rainfan patternsand i111effects

nLe uncertainty of occurrence,
durationand amount of rainfaus affects

substantiauy the productivity of
the rainfed lowland rice ecosystem･

For

instance, delay of rainfal1inMay and June resultsindelay of nursery preparation

and damage of seedlings
by drought･ Abnormal1y heavy rainsinthis season
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often cause outbreak of pestand
diseases･ IACk of rainfdinJulyand

August

resultsindelayed transplanting and drought damages to crops at the vegetative

period especially rainfed
highlandrice･ Excessive rains from September to

october, coupled with the
highfloodwater levelinthe Tonle-Bassacand

Mekongrivers, cause noodinginthe rainfed lowlands･
This effect is the most

sigmificant against therice yieldinCambodia･

(2) bw productivity of traditionalvarieties

Farmers largely rely on the traditionalvarieties
because of theh grainqualities

suited to local food habitand adaptabihty
to speci丘c naturalconditions･

Seeds

prevailing in
Cambodia is general1ymixed with off-type varietiesand

damaged

seeds. In addition, germination percentage
is low resultinginhigher seeding

rate and great loss of seed grains･
The nation-wide survey

by CIAP (Cambodia-

IRRIIAustralia Project,199011995) veriBed that the average growth period of

2,109 local varieties was as
long as 136 days with average culmlength of 103

cmand tnlering number of
12･

(3) Pests and diseases

Theincidence of weeds
is usually a problem when standing water

is not properly

maintainedinthefield.
Crabs damage seedhgsand birds eat seeds broadcaster

and ripenlng grains･
Rats attack the crops atany stage ofgrowth･

A number of

insect pests, e･g･ gal1midge, stem borer･ brown hoppers, etc･ cause
damages･

The rice diseasesare represented
by sheath bhght, bacterialbright, etc･

(4) IAW SOnfertihty

The soMertihtyinCambodia
is generany low especiauy

for highland rice丘elds

with coarse texture and
low water holding capacity･

hck of micro-elements
is

also reported･

(5) Social血ctors

socialfactors also affect therice yield･
Average farmers manage 1 ha to

3 ha of

paddy丘eld･
Lack of labour force is the most crucial

to carry out
farrmng

practices at right time･
Weak government supports such

as extensionand credit

often discourage
localfarmers･

Therice ,esearchinCambodia
is pro血oted by the join-effortsof IRRI (International

Rice Research Institute)and CIAP, which was commencedin1987 with the techmicalsupport

of Australia.
CIAP currently plays the nucleus rolesinimprovement of rice farrmng system of

the country according to medium and
long development strategleS･ In particular･

CIAP places

the great emphasis on the improvement of crop productivities of
local varieties･

Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries (MAFF) released
four (4) early

maturing varieties, six (6) medium maturing varieties, six (6)
late maturing varieties, three (3)

deep water rice varietiesand two (2)upland rice varieties･ Recently, the priority
is given more

to CAR with medium to long growth duration
due to good grain taste･Al1 these varieties

are
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2. Project JustirICation

2.1 SectoraI BackgrouTId

cambodia borders Thai1andinthe northand the west,
hosinthe north, Vietnamin

the east, and the
GulfofThanandinthe south･

The nationalterritory
is 181,035kn2 which is

admimistratively dividedinto
21 provinces･ The totalpopulation is estimated to

be ll･4

minionin1998 with the population
density of 63persons per km2･

out of the total

population, 84% uveinrural areas and engaged mainlyinthe agricultural sector･
The

population lS grOWlng atanannual average of 2･4%･

The nati.nal1and is dividedinto three (3) riverand lake basins･
The Mekongriver

nowsinto the State from Laosand out to Vietnam･ The Tonle Sapriver JOmS the
Mekong

river, at the capital,
Plmom Penl1, Which further turns

to the eastand joinsthe Bassacriver･

The nood planis formedinthe centralpart of the
State, which occupies 37% of the national

temitory･ About 85% of the totalpopulation are concentrated withinthe centralplain･

The land use patterns are highly coincident with
the physiographic

formation

mentioned-above. The central plain hes
in the range between

El･ 10 mand El･ 30 m, which
is

inundated during the wet seasonsand used broadly
for lowlandrice cultivation･

The plain is

surrounded by mountainsand rolling hins covered
by forest･ The general1and use patterns are

summarized below.

GctICral hnd Use PattcrtLS Of Cambodia

hnd Use Category A工ea (1000ha) Extent (%)

Paddy field

Upland Geld

Forest

Bush and wetland forest

Grassl and

Water bodies

2,639

1,275

10,569

2,976

245

450

5

0

2

4

4

5

4

7

8

′O

l

つム

1

5

1

T｡tal 1 8,154

Tbe Government of
Cambodia places a great emphasis

on economic growth and social

developmentviafree economy manner･ The nationaleconomy has grown at an average

annualrate of5.9%inthe period from
1991 to 1995･ It was further improved 7･6% for 1995･

The per capita GDP has
been improved from US$ 200in1993 to US$ 286in1999

(estimated)･In spite of such a remarkable economic growth, the
State is stin categorizedinto

LLDC.

Agriculture is the mainstay of the nationaleconomy･
1t has contributed 47

I 50% of

GDPand sustained the populationinthe
Stateinterm of food supply･

Since the sector
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providesanemployment opportmity to 73% of the totalworkable population, the sector
is

more important for localpeople rather than
its appearanceinthe economicindicators･

The agriculturaldevelopment
has been achieved mainly

by extension of血-landin

spite of pecuhar constraints such asinsecurityand
landmines･ Currently, the arable land

extends to 3.4mi1lion ha, of which only
2･11 m弧on ha or 62% are planted withpaddyand

a

diversity of crops･ The planted area by crop IS SuⅡ皿arized
below･

Plantcd Area by Crop

crop Area ('000ha) Exlent(%)

Rice

Upland Crops

Cortl

Veget ables
Green gram
SoytN: an S

Tdbaoco

Cassava

Sweet potatoes
GTOundnuts

Sesame

Stlgar Cane

Jute

仙忠心i,?I;.I.=.[i.m小山山
【川川U

Rice is the mainstaple
food for the Cambodianpeopleand it dominates the

agriculturalsectorinterms of planted areaand production･
Before 1969, Cambodia was the

rice exporterintheinternational graln market･ However,
during the last two decades, the

state experienced the serious rice shortage･
But the situation has been gradually

improⅥ喝

since 1996. Domestic rice
is now oversupplied with the total production of

l･96mi1lion tons

with the marketable surplus of about
O･3mi1lion tons･

The upland crops occupy 9% of the totalplanted area earmng 5% of GDP･ Most

crops are produced
for income generationand as such they tend to be grown

on the better

soils close to market,and where water
is avai1able･ Many crops areincorporatedintorice-

based farming Systems, Often planted immediately aaer
harvesting ofriceinthe

better soils

where residualmoisture
is available.

vegetable production isalsoincreasing
due to a rapidlyincreaslng urban populationin

plmom penh resultinginanexpansion of planted areasin丘ve (5) provinces located nearest to

the capital, namely Kandal, Kompong
Cham, Takeo, Kompong Speuand Kompong Chhnang

inthe last ten years･ Crop diversiBcation
is encouraged for improvement of farm family

incomeinthese provinces･

The agricultural sectorinCambodia encounters severalconstraints resultinginlow

cropplngintensityandannualfluctuation of crop･ I-ack of
irrigation facihties is the most

serious problem･ The national totalof
irrigated area is estimated to be

O･52 mLlion
ha or

22.9% of the totalcultivated land. The
irrigated areas currently produce approximately
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released under the authority of
VarietalRecommendation Comittee of Cambodia･ The

selected 21 varieties arelisted
below.

Yield Record (tonnla)
Rain fed Irrigated

Rice

System

Varieties Registration
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2.4 0utlineofthe Project

(1) Objectivesof the Project

lmprovement of Seed Productionand Distnbution Project(hereina鮎rreferred to as

the Project)wnl contribute to the State's agricultural developmentandwin play a key rolein

realizing the fonowing:

i･ To produce adequate quantities of
basic seeds, i･e･ breeder seed,

foundation

seed and registeredseed,including security stock
for timely production of

certi丘ed seed,

ii･ To produce high quality certiBed seed on a continulng Supply
basis,

ia
･
To improve efficiency m production of

high quality seeds,

iv･ To preserve theviabihty and quahty of
basic and certi6ed seeds whneinstorage,

and

v. Tointensifypromotion offarmers adoption ofbigh quahty seeds･

(2) PrqjectComponents

seed productionand distribution activities haveanimportant roleinestabhshment of

food self-su氏ciency, 1nCreaSeinfarmersincomeand creation of employment opportunitiesin

the ruralareas. The MAFFinassociation with the CIAP have
been promoting the various
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In line with the First
SocioIEconomic Development Plan1996-2000, the Mimistry of

Agriculture, Forestryand Fisheries is entrusted to promote the seed
improvementand

distribution system･ The Mimistry hsted upal1 the seed
improvementand distribution

potentials in Cambodia.
The priority is given to six (6) provinces of I･owland and

Coastal

Region of Combodia, i･e･馳ndal,
Prey Veng, Kompond Cham, Takeoand Kompot, for which

high economic and血ancialviabihty of the multi-purpose
development- is recognized･

3. Terms ofRerererLCe Ofthe Proposed Sttldy

(Referto Attachment -3)

4. Facilities and lnrormation fur the Study Team

(1)Assignment of Counterpart Personnel of the Implementing
Agency for the Study

TTle implementing agency of Mimistry of
Agriculture, Forestryand Fisheries has a

capacity to asslgn counterpart Personnel corresponding
to the number of Study Team

members to be organized by the
Goverrment of Japan･

(2) Available data, Information, Documents, Maps etc･ related to the Study

- Meteo-by血ological data

- Topograpbic maps on a scale of
1:50,000 and 1:250,000

- soiland geologicalmaps on a scale of 1:50,000 and 1:250･000

- Cadastralmaps on a scale ofl:50,000

- Previous study reports

_ A山information available at the offices relevant
to the Project

(3) Infomation on the Security Conditionsinthe Study Area

There is no security probleminthe
Study Area as well asinthe capitalcity of

B at tambang.

5. Global lssues

(1) EnviroTmentalIssue

special attention has been paid to the envirormentalconservationinthe river bAsin･

For this, the environmentalimpact assessmentwill
be donealong with the development study

inorder to formulate a plan with theminimum adverse effects on naturaland social

environmentandmitigation measures･

1-49



improvement effortsinseed production and distribution･
The supply of high quality seed

to

meet the present seed demand, however,
is stillunstable and

delayed mainly due to
difficulties

inthe stable supply of parent seed,
deterioration of seed quahty, weak orgmization of seed

marke血g and distr加tion･

(3) Prospective Bene丘daries

peoplelivinginsix (6) Provinces of I-wlandand Coastal Region of
Cambodia, i･e･,

Kandal, Prey Veng, Kompong Chan, Svay Rieng, Takeo and Kompot･
The population of

these Provinces is 4,190,000.

(4･) Priority ofProjectinNationalDevelopment
Plan

The objectivesof the
First Socio-Economic Development Plan1996-2000 are to;

reform the nation, itsinstitutions,and
its public services

-

rely on private entrepreneurshipand market as englneS Ofgrowth

- double the present level of GDP by
2004inrealterms,and place heightened

emphasis on harnessing
Cambodia,s agricultural･industrialand tourism potentials

-

extend health, educationaland socialservices to the entire population so as to

ensure, withinthe decade, a substantialimprovementinthe standard of living

- 血prove rura川Ⅴ血g by promo血g rural development

- ensure the pattern of sustainable
development socially, politicany,

environmental1y and丘scally

-

strengthen domestic self-re血ICeand reduce extemalfinancialand techmical

assistance

For the above-mentioned objectives,the reinforcing strategies
are; 1) to reform the

adm血strativeand judicialinstitutionsof the State, 2) to promote economic stabilizationand

growth, 3) to ensure structuraladjustmentandsecond reform, 4)
to provide

direct support for

sustained development and 5) to optimize the sustainable utilization of the naturalresource

base.

The agriculturalsector, therefore, receives a
high priority･ as it is a

key to bolster rural

economy･ The basic goals of the sector are as
follows･

- ensure food security through expansion of rice production,
or its market

avai1abinty,and of
food crops

-

contribute to economic growthand
to foreign earn1ngS through exports

- improveincome opportmities for farm households by diversifyingcrop

production

Therefore, establishment of a stable supply system
for high quality seeds as well as

appropriate countermeasures from production, storage
to marketingand distribution are

essentialand crucialtoincrease production,and productivityand thereby increaslng farm

fami1yincome･
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(2) WomeninDevelopment andAnticipated Impacts on Women Caused by the Project

women would play a major roleinthe economy･ They are overwhelming ma)ority of

producersinagriculture, which is the mainstay of the economy･
The Government is making a

deliberate effort to ensure the place of womeninthe mainstreamof development･ Therefore,

the Study should verifythe needs of
women and constraints they

face･ The proposed plan

should be formulated with a particular attention to women･

The farmng efficiency would be raised through the Project･Accordingly the womenTs

participation in the farmlng activities would
be reduced aaer completion of the Project･

(3) Poverty Reduction Components of the Project

Farmers, economy would be improved due toincrease of agriculturalproduction･

(4)Any Constraints against the IAW Income
People Caused by the Project

None.

tJndertakings of the Govemment of Cambodia

In order to facilitate a smoothand efficient conduct of the Study, the
Government of

Cambodia shall take necessary measures mentioned
below:

(a) To血cilitate the safety of the Study Team;

(b) To pemit the members of the Study Teamto enter, leave and sojourninthe
State

for the duration of their assignment therein, and exempt themfromalien

registration requlrement and consularfeesinaccordance with existing regulation

and laws;

(c) To exempt the members of the Study Team from taxes, dutiesand any other

charges on equlPment, machinery and other materials
broughtinto and out of the

state for the execution of the Studyinaccordance with existing regulationand

laws;

(d) To exempt the members of the Study Teamfromincome tax and charges of any

kind imposed on orinconnection withany emoluments orallowances paid to the

members df the Study Team for their servicesinconnection with the

implementation of the Studyinaccordance with existing regulation and
laws;

(e) To facilitate the necessary facnities tothe Study Team for remittance as well as

utilization of thefundsintroducedinthe
State from Japaninconnection with the

implementation of the Study;

(i) To secure pemission or entryintoal1 the areas required
for the conduct of the

Study;
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(g) To secure pemission for the Study Teamto take a山data,
documents and

necessary materials related to the
Study out of the State to

Japan;

(h) To provide medicalservices as needed･ Its expenses wi"e chargeable
■to
the

member of the Study
Team･

The G.vernment ｡f Cambodia shall
bear claims, if any arises against member (s)of the

Japanese Study Teamresultingfrom, occurrlnginthe course of or otherwise connected with

the discharge of their duties in the
implementation of the Study, except when such claims arise

from gross neghgence or wi11fu1misconduct on the part of the member of the
Study Team･

The Implementing Agency shah act as counterpart agency
tO the Japanese Study Team

andalso as coordinating bodyinrelation with other governmentaland non-governmental

organizations concerned
for the smooth implementation of the Study･

The Government of Cambodia assured that the matters referredinthis
form win be

ensured for a smooth conduct of the
Development Study by the Japanese Study Team･

Signed :

Tit led:

on behalf of the g9yernment Of theo

Date:
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6. EXPERT INPUTS

The required foreign experts
for the execution of the study ate aSSeSSed

as follows:

- TeamLeader

- Marketing Expert

- Quality Control Expert

- Agricultural Economist

- Facilitiesand Machinery Expert

- A訂OnOmist

- Rice Breeder (Seed Production Expert)
- Processmgand Storage Expert

-

ProjectEconomist

UNDERTAKINGS OF THE GOVERNMENT OF CAMBODIA

In order to facilitate a smooth and efficient conduct of
the Study, the Government of

cambodia shah take necessary measures mentioned
below:

(a) To facihtate the safety of the Study Team;

@) Topemit the members of the Study Team
to enter, leaveand sojourninthe

State

for the duration of their assignment therein,and exempt themfromalien

registration requlrementand consular fees in accordancewith existing regulation

and laws;

(c) To exempt the members of the Study Team from taxes,
dutiesand any other

charges on equipment, maChineryand other materials
broughtinto and out of the

state for the execution of the Study in accordance with existing regulationand

laws;

(d) To exempt the members of the Study Teamfromincome taxand charges of any

kind imposed on orinconnection withany emoluments orallowanpes paid to the

members of the Study Team
for their servicesinconnection with the

implementation of the Studyinaccordance with existing regulationand
laws;

(e) To facihtate the necessary facilities to the
Study Team for remittance as wen as

utih2ation of thefundsintroducedinthe
State from Japaninconnection with the

血plementation of the Study;

(りTo secure pemission or entryinto an the areas required
for the conduct of the

Study;

(h) To secure pemission for the Study Teamto take an data･ documentsand

necessary materials related
to the Study out of the State to

Japan;

(i) To provide logistic support
including office spacewith appurtenantfumiture and

facihties, cleanmg and guard･
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Attac h ment･3

TERMS OF REFERENCE

FOR

MASTER PtAN / FEASIBILITY STUDY

ON

IMPROVEMENT OF SEED PRODUCTION AND I)ISTRIBUTION SYSTEM

IN SIX (6) PROVINCES OF LOWLAND ANDCOASTAL REGION OF CAMBODh

pROJECll BACKGROUND ANDJUSTIFICATION OF THE STUDY

cambodia borders Thai1andinthe northand the west,
hosinthe north, Vietnamin

the east,and the
Gulf of Thai1andinthe south･ The nationaltemitory

is 181,035 km2･

which is adrninistratively
dividedinto 21 provinces･

The totalpopulation is estimated

to be ll.4mi1honin1998 with the population
density of 63 persons per km2･

out of

the totalpopulation, 84% hveinruralareas and engaged mainlyinthe agricultural

sector･ The population lS grOWlng at anannualaverage of 2･4%･

Agriculture is the mainstay of the national economy･
It has contributed

47 - 50% of

GDPand sustained the populationinthe
State in term of food supply･

Since the sector

provides an employment opportumity to 73% of the totalworkable population, the

sector is more important
for localpeople rather thanits appearanceinthe economic

indicators. The GoverrLment Of Cambodia places
a great emphasis on economic growth

and socialdevelopmentviafree economy manner･ The nationaleconomy
has grown at

anaverageannualrate of 5･9%intheperiodfrom
1991 to 1995･ It was further

improved 7･6% for 1995･ The per capita GDP has
been improved from US$ 200in

1993 to USi 286in1999 (estimated)･In spite of such a remarkable economic growth,

the State is stillcategorizedinto
LLDC･

The agricultural
development has been achieved mainly

by extension of
farmland in

spite of pecuhar constraints such
as insecurityand land rnines･ Currently, the arable

land extends to 3.4 minion
ha, of which only 2･11mi11ion

ha or 62% are planted with

paddy and a diversity of crops･
Rice is the main staple food

for the Cambodianpeople

and it dominates the agriculturalsectorinterms
of planted areaand production･

Before 1969, Cambodia was therice exporter
in theinternational grain market･

However, during the last two decades, the State experienced the seriousrice shortage･

But the situation has been graduauy
improvmg since 1996･

Domesticrice is now

oversupphed with the total production of
l･96mi1hon tonswith the marketable surplus

of about 0.31million
tons.

The agricultural sector receives a
high priorityinthe

NationalDevelopment Plan, as it

is a key to bolster ruraleconomy･
The basic goals of the sector are

as fonows･

-

ensurefood security through expansion of rice production,
or its market

avai1ability,and offood crops
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-

contribute to economic growthand
to foreign earnlngS through exports

- improveincome opportunities
for farm households by diversifyingcrop

production

seed production and
distnbution activities haveanimportant roleinestabhshment of

food self-sufficiency,increaseinfarmersincomeand
creation of employment

opportunitiesinrural
areas･ In Combodia, the supply of

high quality seed to meet the

present seed demand,
however, is stiu unstable

due to fonowing constraints:

- Anunstable supply of
foundationand registered seeds caused

byinsufBcient丘eld

infrastructureand techmicalfacilities,

- Deterioration of seed quality
due to improper seed processmgand storage

血cnities,

- weak organization
for seed marketingand

distribution,and

- Lew extension of high quality seeds
due to limitationsinfarmers'understanding･

Improvement of seed productionand
distribution win contribute to the

State's

agriculturaldevelopmentand win play a key roleinrealizing the
fouowing:

- To produce adequate quan-s of basic seeds,
i･e･ breeder seed,加ndation seed

and registeredseed,including security stock
for timely production of certiBed

seed,

- To produce
high quality certiBed seed

on a continuing Supply
basis,

- To improve efficiency ln Production of
high quality seeds,

- To preserve theviabihty and quality of
basicand cert近ed seeds whLeinstorage,

and

- To intensifypromotionof farmers adoption of
high quality seeds･

Therefore, estabhshment of a stable supply system
for high quality seeds as weu

as

appropriate countermeasures
from production, storage

to marketingand
distribution

are essentialand crucialtoincrease production, and productivityand
thereby

increasing farm fami1yincome･

The Government of Combodia has been desired earnestly to
formulate a

comprehensive strategy for the improvement of seed productionand
distribution ･ The

planshould basically be formulated through a study at least covering the
fonowing

items:

-

clarifypresent condition of seed
production and distributionand identifyits

constraintsand problems;

estimate demandand supply of seedsinfutureand identifymarketability;

to recommend improvement for seed productionand
distnbution, establishment of

appropriate seed storage system,

to formulate a basic improvement planfor the purpose of
high quality seed

production and distribution･

to determine proper seed productionand
distrll"tion programand

to strength
its

executive organization through clariBcation of productionand
distribution

functionsby each seed multiplication stage,
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-

verifythetechnical, economic
and血ancialfeasibihty of the Plan･

However, the Government of
Combodia has serious difficultiesfor formulating the

comprehensive strategy
for the improvement of seed production and

distnbution

because of血ancialconstmintsand
few technicalstaff･

OBJECTIVES OF TIIE STUDY

The objectivesof the study
are to formulate a strategic and comprehensive

development master plan on血provement of seed production and曲tr加tio叩rOject

insix (6)Provinces of LDWlandand
CoastalRegion of Cambodiaand

to carry out a

feasibihty study on selected priority project
for balancedand systematic development･

STUDY AR且A

The Study Area covers Six (6) Provinces of I-land and CoastalRegion of

cambodia, namely K姐dal,
Prey Veng, Kompong Cham, Svay Rieng, Takeo, Kompot

(Attachment
- 1)

SCOPE OF THE STUDY

The scope of the proposed master planand
feasibility study (hereinaAerreferred to as

"

the Study)

The Study w皿cover:

1'諾:,Tc::1;,.S=dcyesfo.rftE;wT:rdO:dmgn.ta:.falseReedgf.r:d.ufC&0:ban孟aTs"bution

2)
:ceh::慧:.≡:usde;ecTemdinbe.heC2ue,dsec.ofn.dhueC:dwtfeorrpltiesTunioy?ty打eaS姐d

The Study win be carried out
for a totalperiod of eighteen (18) monthsinthe

fouowing two stagesand each stage win
be further dividedinto (2)works:

(1) Stage-I : Master PlanStudy

FieldWork-Ⅰ : Data Collection,丘eld surveyand
investigationand

formulation of basic development plan･

Home Work-Ⅰ : Analysis, studies and preparation of
a lnaSter plan report

(2) SFtiae!de-S:.Eke_;Ii?utysSut,u,dlyementaryda.a c｡uecti.n,丘eld survey弧d

investigations mainly for typicalprojectsand priority

areaand
formulation of development concept･

Home Work-II :Analysis, studiesand preparation of a
feasibility report･
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4.1 Stage-I : MasterPIan Study

4.1.1 Field Work･I

To collect the relevant
dataandinformation and to carry out the丘eld survey

on the

following items:

(1)Existing projectstudies
on the Study area

(2) Socio-economy i皿Clu血g population and number of
bousebolds, cadastral map,

socialstructureand social infrastructure, mcome,
living standards, nationaland

regionaldevelopment plan, nationaland regionaleconomy, organizational

structure of regional government,

.(3)
Agricultureincluding land use, cropped area, cropping pattern, Crop Variety, unit

yield, fhrnhg practicesand land holding system,

(4)Agro-economyincluding price of product, price of鮎minput, marketing system

and farm economy,

(5) Naturalplans for future agriculture development

(6) Basic pohcies for selected crop seeds

(7) Present program for selected crop seeds

(8) hwsand regulations of seed
breeding, multiplication,and

distribution

(9) Breed血g

i) Major stations

ii) Seedand varieties presently released

iii)Breeding system

iv) Function

v)
Management of breeders seed

(10) Seed Multiphcation

i) Major stations

ii) Seedand varieties

iii)Seed multiphcation system

iv) Tec血ology

v) Facihtiesand equipment

vi) Certi血ation program

(ll) Distr加tion

i) Distribution system

ii)Related organizationsand thehfunctions

出) Marketing facilities

iv) Trend in productionand consumption of selected crops seedsinprovinces

(12) Farmers･ organization and agriculturalsupporting systemincluding agricultural

cooperative, agricultural research, credit system, extensionand
other

supporting services, and

(13) Field surveyand basic studyincluding:

(g) Review on the existing projectstudies
on the Study Area,
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i) Unit price and evaluation survey

(5) Pre血inary study on the selected priority projects,including;

(a)basic improvement plan for the purpose of
high quahty seed productionand

distribution

O)) facihties distnbution plan

(c)quality control plan,

(d) support services improvement plan

(e) marketing plan

(6) Preparation of Progress Report (II),which wnl
describe the experts'activities,

the results of Beld survey and
basic
･consideration

for the future study for the

formulation of the feasibuty study･

4.2.2 Home Work･II

(a) Formulation of development planconsisting of:

(i) seed productionplan,

(ii) seed marketingand distnbution plan,

(iii) quality control plan,

(iv) preparation of projectimplementation program,

(v) estimate of projectcostincludinginvestment costand O&M cost, and

(vi) projectevaluation
from economicaland血ancialviewpoints･

仲) Preparation of Feasibihty Report which win describe the study resultsand

recoⅡ皿ended development planand justiBcationof the Project･

4.3 Transfer of Tecbno)ogy

Throughout the course of the Study, transfer of technology and trainingwin
be

provided to counterpart experts
by foreign experts･

The transfer of teclmology win be

carried outinthe
form of on-the-jobtrainingand seminar during the course of the

study･ In addition to the above transfer of teclmology,
overseas training willalso be

programmed pre6erablyinJapan･

STUDY SCHEDULE

The Study wnl be carried out
for a totalperiod of eighteen (18) monthsinthe

fonowing two stagesand each stage wm
be further dividedinto (2)works respectively:
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(2) SF.!ealgde志:i_;t?rplsTaSatudcy.necti.n,Beld survey andinves.igati｡n弧d

formulation of basic development plan(5 months)･
Home Work-I :Analysis, studies and preparation of a master planreport

(3 months)

(2)
SFtiaefde-S:.?ke_;Ii?utysSutpupdlyementa,ydata c｡uecti.n,丘eld surveyand

investigations mainly for typical projectsand priority

area and formulation of development concept (3

montbs)･

Home Work-ⅠⅠ :Analysis, studiesand preparation of a
feasibility report

( 3 months)･

A tentative work schedule is attached to this
document (Figure1)･

EXPECTED MAJOR OUTPUTS OF THE STUDY

The major outputs of the
Study are expected to be: (i)formulation of master planfor

the Study area with the priority order of
improvement of seed productionand

distrlbution for respective projectsincludedinthe study
area, and (ii)project

evaluation from the technicaland economicalviewpointsand the implementation

program for the priority project･
These study results win be compnedinthefonowing

reports, which win be submitted to the
Government of Cambodia･

(1)Inception Report : A‖be con皿enCement Ofthe Stage-I Study

(2) Progress Report (I) : Withinseven (7)months
&om the commencement of the

Study

(3) Interi皿Report At the end of Stage-I Study period (withinten(10)

months from the corr皿enCement Of the Study)

(4) Progress Report (II): Within6fteen (15)months
from the commencement of

tbe Study･

(5) Dra銃Final Report : At the end of Stage-II
Study period (withinSeventeen

(17)months from the commencement of the Study)

(6) FinalReport : withh eighteen (18)months &om the commencement of

the Study･

The Government of Combodiaintends to promote the
implementation of the

development plans to be glVeninthe reports after thorough
dehberation of the plan

withinthe Government.
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(ii) Socio-economic survey'

(Hi) Agriculturaland agro-economic survey,

(iv) Seed production survey,

(v) Seed quality control survey,

(vi) Seed related facilities'survey,

(vii)Seed marketingand distribution survey'

(雌) Interview survey to seed growers, and

(ix) Survey on seed related support services･

(14) Prebarationof Progress Report (I),which win
describe the experts. activities,

the results of
丘eld survey and basic consideration

for the future study for the

formulation of master plan･

4.1.2 Home Work･I

(a) Evaluation of development potentials, needs and clariBcation of present

constraints for the
future agriculturaldevelopment,

(b) Formulation of the Basiclmprovement
Planfor improvement of seed

productionand
distributioninCombodia, based on the results of丘eld

血dings, the discussion with Government O氏cials, clariBcations of the

present constraintsand
identi丘cation of basic concepts

for the improvement,

(c) selection of Model areas by each study crop and prelim血ry丘'mulation of

model improvement plan,and

(d) Preparation of Master PlanReport (InterimReport) which win
describe the

study results and recommended
development planof the Project･

4.2 Stage･II: Feasibility Study

4.2.1 Field Work･ⅠⅠ

(1) Discussiopon selection of priority projectswith
the Government and

bene丘ciarleS.

(2) Additionaldata conection,

(3) Present program丘)r selected crop seeds

(4) Detai1ed Beldinvestigation of priority projectsincluding

a)
organization survey of seed production planand execution,

b) Seed production suⅣey,

c) seed control and
inspection facihties'survey,

d) Seed related facihties and management survey,

e)
Seed marketingand distnbution survey,

りInterview survey of seed growers and ordinary
farmers,

g)
Trendinproductionand consumption of selected crops seedsinpriority

area,

h) Survey of seed related support services,and
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(i) To provide medical services as needed･ Its expenses will be chargeable
to the

member of the Study Team･

The Government of Cambodia shall
bear claims, if any arises against member (s)of the

Japanese Study Teanresultingfrom, occurrmg ln the course of or otherwise

comectedwith the discharge of their dutiesinthe implementation of the
Study, except

when such claimsarisefrom gross negligence or willfu1misconduct on the part of the

member of the Study Team･

The lmplementing Agency shall act as counterpart agency
to the Japanese Study Team

andalso as coordinating body in relation with other governmentaland
non-

goverrLmentalorganizations concerned for the smooth implementation of the
Study･

The Government of Cambodia assured that the matters referredinthis
form will be

ensured for a smooth conduct of the
Development Study by the Japanese Study Team･
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Ⅰtems Month

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18

PreparatoryWork

Stage-I:MasterPlanStudy

Fieldwork-Ⅰ

Homework-Ⅰ

StageII:FeasibilityStudy

Fieldwork-III

Homework-ⅠⅠⅠ

:;::i::;::;.

i……………………≡妻!:至i至毒≡童…出;鞘i…毒!…≡童

妻;妻;妻…蔓:i:i:::i:妻:妻:.妻;妻;妻:蔓;i:i;妻;蔓;-;;::;;;三;;;;;

SubmissionofReports I 良 P/ El ⅠtR P/
-Ⅱ

D/RF 良

Notes:Ⅰc侭:InceptionReportP/氏:ProgressReportⅠt/R:InterimReport

DFA : Dra丘Final Report Fni : Final Report

- Work in Cambodia E;≡;≡王;王ヨWorkin Japan

Figure 1 Tentative Work Schedule
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ミャンマー連邦

∪nionofMya∩mar

一般事情

1.面積 68万kd(E]本の約1.8倍)

2.人口 46.4百万人(97年度推定),人口密度68人/kDi

3.首都 ヤンゴン

4.民族 ビルマ族(70%),その他多くの少数民族

5.言語 ミャンマー語

6.宗教 仏教(90%),キリスト教,回数等

政治

1.政体 軍事体制(暫定政府)

2.元首 タン.シュエ(nanShwe)国家平和開発評議会(SPDC)議長(92年4月23日

sLORC議長就任以降元首)

3.国会.政府 88年9月解散以降国会は開催されていない○タン.シュエ首相

4.外交方針 独立.積極外交政策(厳正中立)､1997年7月ASEANに加盟

経済

･1.主要産業
農業

2.GDP 実質125億ドル(97/98年度推定)

3.一人当りGDP us$270(97/98年度推定)

4.経済成長率 4.6%(97/98年度暫定値)

5.物価上昇率 20.0%(97/98年度)

6.貿易総額 (1)輸出US$1,040mi1.(2)輸入US$2,240mi1.(96′97年度)

7.主要貿易品目 (1)輸出:農林水産物,鉱物,

(2)輸入:機械類､輸送.建築資材､工業原材料

8.主要貿易相手国 (1)輸出:インド,シンがホ○-ル､タイ

(2)輸入:シンカ◆ホ○-ル,日本.タイ,中国,マレイシア,韓国

9.通貨.為替レート チャット,US$1-5.9チャット(公定レート)

10.経済概況 62年以来農業を除く主要産業の国有化等,社会主義経済政策を推進してき

た○しかし､閉額的経済政策等により外貨準備の枯渇,生産の停滞,対外

債務の累積等,種済困難が増大し,87年12月には国連より後発開発途上国

(u｣⊃c)の認定を受けるに至つた○

88年9月に国軍が全権を掌握後､現政権は社会主義政策を放棄する旨発表

すると共に,外資法の制定等経済開放政策を推進している○92年から95年

まで経書酌ま高い成長率で伸びてきたが､最近は非現実的な為替レートや硬

直的な経済構造等が発展の障害となり,外貨不足が顕著である○

経済協力

1.わが国の援助 1997年度交換公文ベースでは､有償0円､無償41億円,技協6億円

2.主要援助国 日本,仏､オランダ,ドイツ,豪州

外務省1998年10月



第2章 ミャンマー

2.1一般情勢

2.1.1概況

ミャンマーは1948年の独立以来､長期に亘る鎖国政策と経済統制を行ってきたoその結果､国営

経済は破綻し民主化運動が拡大する中､ネ-ウイン政権は1988年ついに幕を閉じたo政権交代時に

ぉける社会混乱は各国からマイナス評価を得る結果となり､以来､ ODAは実質的に停止されたまま

となっている｡ 10余年に亘る経済援助の停止が国家経済に与えた影響は大きく､現在ミャンマーは

極度の経済不振と社会不安に陥っており､国民底辺層の窮乏化は度を増している｡したがって､西

側諸国もこれ以上のODA停止は許されめ状況にある｡現政府は外交の修復を念頭にビルマ式社会主

義の放棄を宣言しており､自由化の方向に動き出したことから本格的な援助再開の日は近いものと

期待される｡

2.1.2 自然環境と農業生態区分

(1)地 形

ミャンマーはインドシナ半島の北西部にあり､北緯9度58分･ 28度31分､東経92度9分･ 101

度10分に位置する｡国土面積は66万7千?で､南北2,000血､東西1,000血と南北に細長く､北

部はバングラデシュ､インド､中臥ラオス､タイと国境を接し､南はインド洋に画している｡

ミャンマーは標高900m. 2,100mの山脈が南北方向に横たわり､山脈間を4本の大河が流れてい

るoイラワジ(Ayeyarwady)､チンドゥイン(Chindyin)､シックン(Sitta耶)の3河川は急峻な山間

を抜け南下し､ミャンマー最大の水田地帯であるイラワジデルタを形成してインド洋に注いでいる｡

サルウイン(Thanlvin)は､中国雲南省と国境に接するシャン高原を北から南に流れインド洋まで流

下するが､河川平野は極めて限られている｡

ミャンマー中部に広がる平野は､イラワジデルタから北へ最大600kDまで伸びており､西はラカ

ィン山脈とチン丘陵､東はシャン高原に囲まれている.この平野の南部に形成されたバゴー山脈は

低い丘陵地で､西はイラワジ川流域､東はシックン川流域に二分しているo一方､平野の北部にあ

る低い丘陵地は､東をイラワジ川流域､西をチンドゥイン川流域に二分している｡

(2)気 候

ミャンマーは熱帯モンスーンに属するが､国土の北1/3は亜熱帯から温帯､南2/3は高温多湿な
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熱帯気候に区分される｡乾季雨季は明瞭で､ 3月から5月中旬の暑期､ 5月下旬から11月の雨季､

その他は雨季である｡乾季の12､ 1月は比較的冷涼で､その後徐々に気温が増す｡国の南部は気温

の年格差が小さい｡中央部では年格差が大きく､暑期40･6･
43･3｡C､低温期10･ 15･6oCである｡北

部は標高が高く､他地域に比べて気温は年間を通じて低いoテン丘陵とシャン高原の最高気温は

30｡C以下で､最低気温は7｡C近くまで下がるc降雨量は地域､標高､季節によって大きく異なるo
4

月から12月の南西モンスーンにより降雨が多く､ 7月に最も降雨量が高くなるo中部平野の年降雨

量は625ELDから2,000tnmの範囲にある｡

(3)土 壌

山岳土壌を除けば､ミャンマーの土壌は沖積土壌､黒色土壌､赤色ラテライト土壌に分類されて

いる｡沖積土壌は大河川沿いの沖積平野に分布し､深く､肥沃度と保水性の高い土壌で農耕に適す

る｡黒色土壌は年降雨量が500･ 1,000皿の半乾燥地帯にみられ､粘土質で排水･侵食が問題となる

土壌である｡ラテライト土壌は､年降雨量が1,000･ 3,000皿の丘陵地に分布するo強い風化作用を

受けたため､塩基成分に乏しい｡また､ラテライト土壌は多雨地帯の丘陵地に分布しているため､

土壌侵食が最も深刻な土壌でもあるo沖積土壌､黒色土壌､赤色ラテライト土壌が全耕地面積に占

める割合は､各々40%1 30臥20%である｡一般に､ミャンマーの土壌は有機物と窒素の含有率が低い

ため､適正な作物収量を得るためには化学肥料の使用が不可欠であるo中央研究所では作物､土壌

タイプに応じた標準施肥法を設定している｡

(4)土地利用一自然植生

ミャンマーの土地利用･自然埴生の経年変化は下表のとおりであるo

表2.1.1土地利用･自然植生の経年変化

手前盲諒一----一面｢-一面--｣ユ慧土地利用形態

作付面積

休閑地

農耕地(小計)

農耕放棄地

保護森林

その他の森林

その他

10,076* 8,700

1,400

i9B 迎迎

8, 173 8,000

10,241 10,200

22, 142 21, 800

17, 028 16, 800

8, 900

1,100

土旦1旦担

7, 800

10,500

21,600

16,900

合計 67,660 66, 900 66,800

注:休閑地を含む

作付面積と休耕地を合わせた農耕地面積はほぼ1000万haで国土面積の15陀占めているo休閑
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地は地力維持を目的に輪作体系に組み込まれた休耕期間にある耕地で翌作には作付される｡特記す

べきは農耕放棄地が作付け面積に匹敵する約800万baが耕作放棄地である点であるo耕作放棄地が

特に多い地域は､ミャンマー北部のシャン､カチン､チンの3州で､ 800万haの77別こ当たる620

万baがここに分布している｡耕地は耕作を中止すれば肥沃度の低下はいうまでもなく､土壌侵食は

急速に進行する｡政府は放棄地の利用率向上を目的に､果樹､コーヒー､養責を奨励し､これらの

土地の使用権を農民に付与している｡

2.1.3 農業現況

ミャンマーの人口は年率1.87%で増加しており､ 1994年現在､ 4,392万人と推定されているoそ

の内73%は農村部に住み､農業従事者は就労人口1,700万人の65%を占めているoミャンマーにお

いて農業セクターは基幹産業であり､国民総生産(GDP)の38roを占めるo但し､国民の7割以上が農

業に依存していることから､国民にとって農業のもつ意味は国家経済指標に現れている以上のもの

がある.一方､ GDPの9%を占める製造業は､ 80年代から90年代にかけて実質的な成長がみられず､

近代化が著しい東南アジア諸国にあって､ミャンマーは極端に工業化が遅れている国である｡中期

的には急激な工業化は困難なことから､当面は農業に依存した国家再建が望まれており､有効且つ

効果的な経済協力が求められている｡

(1)作物生産

ミャンマーは熱帯および温帯気候地域に位置するため､デルタ地域､沿岸部､中部乾燥地､冷涼

な丘陵地等､様々な農業生態に区分される.従って､作物適性も広く､穀類､油料作物､豆類､工

芸作物､野菜､果樹､花井等､ 60種にも及ぶ多種多様な作物が栽培されているoこの内､最も重要

な作物は穀類で､全作付け面積の55%を占めている○穀類の内､稲は特に重要で全国で作付けされ

ており､穀類の全作付面積の90r.を占めているo 1997/8における主要作物の播種面積および生産量

は下表のとおりである｡

表2.1.2 主要作物の播種面gEおよび生産i

作 物 作付面積 生産量

(万ba) (万ton)

穀 類

イネ

小麦

メイズ

ソルガム

油料作物

胡麻

落花生

ヒマワリ

豆 類

ケツルアヅキ

3

0

7

5

9

1

ー

ウJ

5

7

5

3

0

4

ユ

ー

47

3

9

ー

亡U

7

3

ユ

ー

ー

2

9

3

5

0

9

9

00

丘U

2

0

ー

0

0.3

1.2

0.7

0.9

(次頁に続く)



作 物 量わ収ル均
o
n

平代

緑豆

ヒヨコマメ

キマメ

ダイズ

工芸作物

ジュート麻

綿花

砂糖キビ

ゴム

野菜類

果樹類

5

7

5

00

5

ー

2

4

7

ー

3

0

亡U

2

ー

ー

2

2

2

2

丘U

7

4

1

ー

3

7

4

3

9
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注:平均収圭は生産圭を作付け面積で除した値

イネ:ミャンマーは1930年代には｢アジアの米びつ｣と呼ばれた米の大輪出国で､輸出量は年

間300万トンにも達した｡しかし､第2次大戦後は人口増加による需要増のため余剰米が減じ､国

際米市場から完全に姿を消した､但し､ビルマ人の主食である米は依然として同国の基幹作物であ

り､農業省は自給率向上に高い優先度を与えている｡ 1993/4年の農業センサスによれば､稲の総作

付け面積は､約80y.が天水稲､ 19%が潅叔稲､残り1%が陸稲という構成比であった｡濯概稲は､大部

分が乾燥地帯の濯概システム下で作付られている.政府は籾の余剰生産に努力を重ねており､乾季

稲の導入､高収量品種の普及､水田養魚法等を取り入れ生産量の拡大を目指している｡

油料作物:ミャンマーは食用油の消費量が高く自給達成は農業政策でも優先課題として位置づけ

られている｡各種の油料作物が作付られているが､特に胡麻､落花生､ヒマワリは重要で､油料作

物の作付け面積の66%､ 25r.､ 6% (合計97%)を占めるo胡麻は土壌､季節を問わず作付られているo

近年､ダイズ生産の伸びが好調であるが､濯叔施設整備､優良種子､肥料､農薬等､生産費が高い

ため､増産にはより一層の努力が求められている｡

豆類･工芸作物:豆類は蛋白供給源として重要であり､自由化政策の下で生産量を伸ばしている

作物である｡近い将来､栽培面積を200万baに拡大する計画もある｡工芸作物は､ジュート､砂糖

キビ､綿花､ゴムが代表的な作物で､国内の製造業に対する原料供給源として奨励されている｡

作付率は､ 60年代から90年代において目覚ましく向上した｡これは､農業機械導入による農作

業の省力化と大規模ダム建設による濯概面積の拡大に拠るところが大きく､二毛作､多毛作の面積

が広がったことに起挺している｡具体的には1961/2年における耕地面積708万haの内､わずか53

万haで二･多毛作が行われたのに対して､ 1994/5年には889万haの内､ 329万haで二･多毛作が

行われており､この間に作付率は107r.カ､ら138r.8こ上昇した.
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(2)潅親閲発

ミャンマーの潅満開発の歴史は古く､ 10. 11世紀にイラワジ川流域の潅概稲作がその始まりとい

ゎれている｡この歴史的な濯概システムは英領時代に改修･拡張され､独立後も貯水池と濯概網が

建設されたことで一応の発展をみたoしかし､実質的には70年代以降に濯概局が実施したポンプ濯

概と地下水濯掛こ拠るところが大きく､濯概面積は60年代の53万haから80年代には109万haと

20年間におよそ倍増した.過去6年間における濯洗面横および濯概率の推移は下表のとおりであるo

表2.1.3 津波両群および潅激辛の推移
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農業省は上記の成果に踏まえて､下記5項目を挙げ､将来的には濯激率を25%8こ向上させる計画

である｡

① 貯水池､ダムの新設

② 既存貯水池の改修

③ ため池の利用率向上

④ ポンプ潅概の普及

⑤ 地下水の利用

2.1.4 農業開発目標

農業部門の開発目標は下記3点に要約される｡

①穀類と油料作物の増産と自給達成

②農産加工業振興を目的とした工芸作物の増産

③農産物輸出の振興

上記の目標を達成するために第一に集約化による土地生産性の向上､第二に多毛作による作付面

積の増大に優先度が与えられており､その方策として潅親閲発､農業機械導入､生産投入材の普及

が掲げられている｡ついで､精米機､貯蔵倉庫､輸送機器など収穫後処理施設の拡充による米の品

質がいわれている｡同時に､乾燥地における作物の多様化を目指し､高付加価値型農業の振興に力
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点が置かれている｡多様化の対象となる作物は､輸入代替となる小麦､落花生､胡麻､ヒマワリで､

輸出向け工芸作物である綿花､ジュート､砂糖キピ､茶等がこれに続く｡この内､油料作物は伝統

的に中部乾燥地域の中粒質の畑土壌で雨季に作付けされており実績のある作物である｡

2.1.5 農業農村開発の政府関連機関

(1)農業省

ミャンマーの農業省は統廃合を繰り返し､ 1992年の機構改革において大臣官房と下記の12機関

から成る新組織がスタートしているo

1)農業計画局

2)農業公社

3)農場公社

4)ワ夕養蚕公社

5)サトウキビ公社

6)永年作物公社

7)ジュート公社

8)濯親局

9)水資源利用局

10)居住地籍局

ll)農業機械化局

12)農業大学

Department of Agriculture
PlaJming

MyaLna Agriculture Service

My弧皿a Farms Enterprize

HyarL皿a Cottonand Sericulture Enterprize

Myanna Sugarcane Enterprize

刊yanna Perennial Crops Enterprise

Myana Jute Enterprize

Irrigation I)epartnent

water Resources Util ization Department

settlenentand Land Records Department

Agricultural Mechanization DeparttBent

Institute of Agriculture

本プロジェクトファインデイング調査にて訪問した農業計画局､潅混局､ワタ養責公社の沿岸は

下記のとおりである｡

農業計画局は農業省の代表として､省内の実施機関､他の関係者､国際機関の間に立って､農業

開発活動のため､管理､相互連絡､折衝､その他のサービスを行う｡すなわち､農業セクターの国

家計画策定と経済協力の窓口業務が主たる担当任務となるo

濯政局はヤンゴンに本部を有し､潅概施設の運営､維持､新規施設の建設､新規事業の調査､設

計を担当している｡濯概局は地域と事業とに基づいて組織されており､濯概施設の維持管理を担当

する14部と建設を担当する6部の計20部から成るo設計課は濯政局長に対して事業策定とF/S調

査と設計の責務を負っているoまた､設計課の活動を支援する目的で地質､水文､測量の各部署が

併設されている｡総職員数は20,600人｡

ヮタ養蚕公社は1994年に設立され､ワタ関連ではワ夕栽培､農家からの実綿貫上げ､繰綿､国立
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ヮタ工場への綿花･副産物の供給､養蚕関連では桑栽培､姦飼育､くり糸､繭や絹織物の販売促進

などを行っている｡総職員数は2,600人｡

(2 )辺境地域少数民族開発省

同省は辺境地域少数民族委員会として国境地域の発展とここに居住するビルマ在来の少数民族の

民生安定を目的に1989年に発足された○その後､国境地域の市街および農村の開発事業をも責務と

する辺境地域少数民族開発省として再編され現在に至っている｡その主たる責務は､次のとおりで

ある｡

a)国家統一､国民の団結､主権の保持を目的とし､辺境地域に住む少数民族の社会経済発

展と道路･通信網の確立

ち)少数民族の文化慣習の保持

c)少数民族間の親善の強化

d)地域住民の経済力向上による麻薬生産の撲滅

e)辺境地域の治安安定､法治の浸透と沈静化

同省の担当地域は7省2県にまたがる19地域で､国土の25%8こ相当し､国民の12roに当たる567

万人が居住している｡民族構成的には､ 135部族(race)の内65部族がその対象となる｡これら65

部族は反政府グループを組織してきたが､ 1997年5月までに19のグループが政府に帰順しており､

辺境地域の治安は安定する方向にある｡

同省が所轄する事業は多種多岐に亘るが､ 1998年10月現在､下記の事業を実施しているo

① 未舗装道路

② 砂利舗装道路

③ アスファルト舗装道路

④ 橋梁

⑤ 学校

⑥ 病院

⑦ 診療所

⑧ ディーゼル発電機および配電

⑨ 水力発電

⑳ 農業事務所および農場

⑧ ダムおよび水路

⑫ トラクタ-･センター

⑬ 家畜牧場および畜産衛生施設

⑯ 郵便局

総延長3,698 l皿

総延長1,537血

総延長223 l皿

713ケ所

408ケ所

43ケ所

115ケ所

347地区

8ケ所

107ケ所

41ケ所

11ケ所

55ケ所

52ケ所
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⑮ 電話局 45ケ所

⑩ 電話交換局 54ケ所

⑰ テレビ中継施設 77ケ所

⑧ 農村女性のための職業訓練学校10ケ所

⑩ 青少年のための職業訓練学校 16ケ所

上記開発に要した費用は総額99億舛ヅトで､この内53億舛ットが辺境地域少数民族開発省､ 46億舛

ットが関係諸機関が予算手当てしたものである｡
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2.2 中部半乾燥地域小規模澄渡計画

(small Scale Agriculture and Rural Development Projects in Central Semi-Arid Zone of

Mynmar)

2.2.1計画の経緯

本件は平成7年度にプロファイを実施したもので､今回は現場踏査と追加資料の収集及びプロモ

ートを行なった｡本案件は農業省から優先案件として､平成7年12月に日本政府に要請が出されて

いる｡現在､ミャンマー政府は政府資金で中小規模のダム､濯概施設の工事を進めている｡

2.2.2 計画地区の概要

ミャンマーの耕作面積は約1,050万haで､その内､中部3州(sagaing, Magyay,及びMandalay )

の作付面積は約450万haを占める｡また､半乾燥地帯の面積はそのうち約85%の約370万haであ

る｡年平均降雨量は約1,000皿以下で､その87%は5月. 10月の雨季に記録されている｡雨季の

水田用水にも不足を来たし､極めて不安定な稲作や畑作の栽培を強いられ､農民の生活は極めて不

安定である｡

農民は畑作として広範囲にピーナツ､ごま､ひまわり等の油料作物や綿花を栽培しており､ピー

ナツ及びごまの生産は全国痕生産の80%以上にも及んでいる.この他､小麦(全国の89%)､米(全

国の20%)が栽培されている｡食用油の生産は約20万トンで国内で年間約10万トン不足し､主と

してマレーシアより不足分を輸入している｡

中部地域は比較的に濯概施設も整備されているが､政府は中小河川を対象に､濯叔施設を増設し､

主として､ピーナツ､ごま､綿花等の油料作物の生産を強力に進め､不足する食用油の自給を達成

することを図っている｡

今回の踏査地区はミャンマー第2の郁マンダレ-より国道1号線沿い約120 kDl南方のメチーラ

(Meiktila)周辺のInThinThaダムサイト(Meiktila東方約50knで濯洗面積約2,400ha), Meiktila

より更に約40kn南方のPyawbve地区のYin Dawダムサイト(流域面積70血2で濯概面積約1,400

ha )､ Kyauk Owe Chaung Damサイト(域流域面積21 kn2,潅洗面積500ha)等の新規開発計画及び

ミャンマー政府自身で開発したKyi Ni貯水池(Ya皿ethin To孤Ship)､ Samong DaJBやIItanZa Lope

貯水池(Monyva Township)などを踏査した.

計画地区はミャンマー国内でも最貴地区の一つであり､厳しい気象条件､潅概施設の不備､伝統

的な農法等の制約によって､作付面積の拡大や生産量の増加が図れず､そのため､農民は自給自足

が精一杯の生酒を強いられ､加えて､人口の増加とそれに伴う森林破壊によって､河川流量の減少

など自然環境も悪化して､農民の生括はさらに厳しいものとなっている｡

2-9



2.2.3 計画の概要

本計画の目的は①雨季の降雨を小規模ダム等により出来るだけ貯水し､小規模濯概システムの整

備により有効に利用､農作物の生産性の向上と安定を図り､ ②油料作物を中心とした作付体系と効

率性の高い搾油施設を導入し､油料作物を特産品とし､農民の雇用機会を創出し､所得の向上を図

り､ 3)国内自給の達成及び輸出作物としての確立を目指す事である｡

雇概開発計画としては上記の小規模濯洗施設(貯水池)の建設のほか､計画地区内の地下水による

潅軌､イラワジ河からのポンプアップ等が考えられる｡政府はこれらのうち､経済性が高く､維持

管理が容易で環境的インパクトが小さい小規模濯概計画による開発計画約60地区をリストアップ

している｡

しかしながら､全体的計画の策定がなされておらず､従って､中部半乾燥地域を対象としたマス

タープランにより､計画の策定をした上で､開発優先地区についてフィーシビリティ調査を実施す

ることが必要である

2.2.4 調査計画の策定

上記の全体地区の開発計画の策定に当たっては以下の項目を考慮に入れて策定するよう提案する｡

1)水資源開発:中小河川のインベントリ調査を行ない､優先度の高い計画について､具

体的な開発計画を策定する｡

2)土地利用計画:現況の土地利用状況､土壌適性により､将来の土地利用計画を策定す

る｡

3)農業開発計画:米作のほか､濯概用水量の少ない農業開発計画を策定する｡特に､油

料作物の開発に重点を置く｡

4)農業基盤整備計画:海戦施設､農道､貯蔵施設等の開発計画の策定を行なう｡

5)農産加工計画:市場流通､適性作物の検討及び付加価値の高い農産物の加工計画を策

足する｡

農業支援計画:農業普及､農民組織(生産､維持管理､水管理)計画､農民および技術

者の教育訓練､政府の支援体制の強化等について検討する｡

環境保全計画:未利用荒廃地及び水源面裏地区の緑化対策を含む持続的な農業開発の

策定をする｡
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2.3 シャン州少数民族地区養蚕振興計画

(serjculture Promotうon Project jn Shaロ State, Myanma｢)

2.3.1計画の経緯

辺境地域少数民族開発省は､ ①辺境地域へのアクセス改善､ ②病院･学校の建設､ ③ケシ畑の作

付け転換に開発優先度を与えている.当初､同省はADCA調査団に対してカヤー州ロイコ一地区の農

村開発計画に係る案件形成孝要請したが､その後､同州の少数民族であるカイン族による反政府行

動が激化したことから､別件としてシャン州ラショよりコーカン地区に至る道路建設に係る案件形

成を要請した｡しかし､プロファイ調査の結果､人道主義的な観点から急務であるケシ畑の作付け

転換に直接寄与する案件形成が求められていることが確認された｡

ケシ農家に対する作付け転換指導は､代替作物の収益性と市場流通の面で検討すべき課題は多い

ものと思われる｡現在､ JICAがコ-カン地区において実施中の国境開発専門家によるソバ栽培技術

の普及活動はその先駆的役割を果たしており､同事業は内外の注目を浴びるに至っているo

シャン州少数民族地区養蚕計画は､ピンウールインの製糸工場に対する繭供給を目的に､ケシ農

家に対する養蚕の技術普及を目的とする｡

2.3.2 計画の背景

ミャンマーでは中央農村部における家内工業として養蚕と絹織物作りは17世紀に始まった｡近代

的な養蚕技術は､ 1952年､日本の賠償援助で工業省に導入され､ピンウールインに蚕種生産農場お

よび製糸工場､カチン州に毒種生産農場が設立された｡これら施設を中心に､わが国の専門家は農

業省職員に対する技術指導を実施した｡ 1979/80年､養蚕業はピークに達し､桑生産は全国1,781ha､

繭生産は34,987 kgであった. 1989年から1992年の3年間､絹糸需要の落ち込みが原因で製糸工

場は生産を中止したが､ 1993年以降再開されている｡国内で生産される生糸は､すべて国内の繊維

産業に用いられているが､国内需要を十分には満たしていない｡

ミャンマー政府は､ 1994年4月1日､農業省の傘下に綿養毒公社(MCSE, Myannar Cottonand

sericultureEnterprize)を設立した｡同公社は桑栽培､蚕飼育､くり糸､繭および絹織物の取扱い

に責任をもっているo MCSEの養蚕業における責務は下記のとおりである.

① 辺境地域の少数民族の収入向上と生活改善を推進する｡

② ミャンマーの生糸､練糸､織物工業を発展させる｡

③ 雇用機会を創出する｡

④ 余剰繭と絹織物の輸出を振興する｡
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2.3.4 計画の概要

(1)基本方針

大規模かつ近代的な蚕飼育と繭生産を目指すのではなく､事業持続性を高めるためリスクが低い

部分から事業を開始する｡桑養責はマンダレ-を中心にミャンマーで実績あるが､シャン州全体で

は栽培面積も800ha以下であり､短期間に事業を拡大することは適切ではない.本計画は桑畑300ha

規模のパイロット事業とする｡事業主体は農業省とするが､計画の円滑な実施のため､辺境地域少

数民族開発省との調整を図る｡要請状案は漆付3.1に示すとおりである｡

(2)桑養蚕の計画内容

導入品種については調査を通じて決定する｡桑畑の栽植密度は10,000本/haとし､移植は苗床で

最低6カ月闇生育させたものとし､できる限り雨期に行う｡桑の期待生産量は年間20トンnlaで年

間3回収穫するものとする｡ 5人を1グループとして2haの桑畑を管理する.すなわち､計画全体

で150グループ(750農家)を結成し､ 300 haの桑畑を管理することとなる｡

蚕の原種はMCSEより入手する｡稚蚕飼育は現地で行う｡ 300 haに対して15カ所の椎蚕飼育所を

設立する｡稚蚕飼育所はHCSBの直営とする｡各稚毒飼育所は10グループ(50農家)に対して椎蚕を

配布する｡各グループは壮蚕飼育のため2haの桑畑を管理運営する｡また､各種蚕飼育所には改良

型乾燥施設を数カ所設置する｡乾燥施設は､当面HCSEの直営とするが､将来的には協同組合あるい

はⅣGOの運営体制を確立する｡本計画で考慮すべき植林造成と施設は下記のとおりである｡

①蚕種製造所

②苗木生産所

③稚蚕飼育所

④壮蚕蚕室

⑤桑畑造成

⑥繭乾燥施設

2.3.5 計画実施への展望

1カ所

2ba､ 1カ所

15カ所

150カ所

300 ha

30カ所

ミャンマーの麻薬撲滅を目的とした人道的援助は緊急性が極めて高い｡わが国が実施中のソバへ

の作付け転換に続く案件の発掘調査を実施した結果､辺境地域の社会経済の健全な発展にとって養

蚕業が極めて有望であろうと考えられた｡その理由は下記のとおりである｡

1) 農業気象上の優位性:

シャン高原の気象条件は養蚕業に好適である｡ミャンマーに隣接するインド･マニプール州で
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過去､ 5年間における桑栽培面積と繭生産量は下表のとおりである｡

表2.3.1ミャンマ-の桑栽培面gtと膏生産主

年 Chin Kayah MaJldalay Kachin Shan 合計

桑栽培面積(ha)

1 993/94

1994/95

1995/96

1996/97

1997/98

1998/99

甫生産量(kg)

1993/94

1 994/95

1 995/96

1996/97

1997/98

1998/99

〇

一7

7

7

7

7

4

7

ー

ユ

ー

ー

6

7

8

CO

CO

8

OU

7

ー

ユ

ー

ー

2

5

8

8

8

8

8

4

4

7

ー

6

2

5

t
L
'

9

2

2

7

9

9

925

5, 349 365 134

5, 009 712 586

5,778 1,270 1,831

6, 130 1,721 6,494

9,994 2,317 9,039

5,451 573 2, 509

6

0

りん

ー

4

4

4

0

4

ー

ー

2

2

3

3

7

7

3

8

4

9

7

ユ

ー

ー

6

7

9

7

7

7

4

5

7

7

17

886

2,027

2,489

2,835

2,908

2, 908

886

191 6,585

129 662 9, 670

740 3, 565 18, 650

1,160 5, 112 27,621

335 1,865 10, 733

上記の繭はすべてピンウールインの製糸工場で処理されている｡ MCSEは長期的には､全国の桑栽

培面積を4,000 ha､繭生産量を205,000 kg､生糸生産量を16,000 kgまで増加させることを目標に

おいている.この内､繭生産量を145,000 kg(70r.)､生糸生産量を11,600 kg(73%)は､ピンウール

インの製糸工場で処理可能である(処理能力は下記のとおり)｡

練糸機 104台

稼働時間 : 8時間/日

職員数 : 75人

葡加工能力 145,098 kg/年

2.3.3 計画の目的

本計画の主な目的は下記のとおりである｡

1)主としてケシ農家に対する養蚕の技術普及

2)貧困層に対する雇用機会の創出

3)未利用地における桑栽培の普及と農地保全

4) 女性の社会的地位向上
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は､ OECFの資金援助で1998年より養蚕業が普及されており実蘇を上げつつある｡

2) ミャンマー養蚕業の発展におけるわが国の役割:

シャン州に隣接するマングレー管区において､わが国は1952年賠償援助の一環としてマンダ

レー市の東70血にあるピンウールイン(メイミヨ)に製糸工場を設立し､近代的な養毒業を導

入した経緯がある｡同工場は現在も操業しており､同事業におけるわが国の技術援助に対する

期待は大きい｡

3) 高い収益性:

ミャンマーは中国､タイ､ヴェトナムなど養蚕業が盛んな国々と隣接しており､品質面での競

争力は高い､とはいえぬが､同国の民族衣装であるロンジーを中心に生糸需要は依然として高く､

国内市場を想定した生糸生産は有望である｡生糸の国内単価は低いものの､一般の換金作物に

比べて収益性が高く農家にとっては魅力的な収入源といえる｡

4)運搬コスト面での優位性:

シャン州コ-カン地区内における交通インフラ網は比較的良好であるが､同地区への道路は劣

悪である.乾季においてもラショー?コ-カン地区間の100 kn (舗装道路40kn､未舗装道路

60血)の移動には車両で7時間を要することから､生鮮果菜類などの搬出には極めて不利な地

区といえる｡一方､荷痛みを受けにくい繭は道路条件の影響を最小にでき､同地域には有利な

産物である｡

養責に対する期待は農業濯概省と辺境地域少数民族開発省の双方にとって大いに期待される産業

といえる.農業潅概省のもつ養蚕技術と実施体制が､辺境地域少数民族開発省の開発プログラムに

適切に組み込むことができれば本案件の実現性は高く大きな事業効果も期待できるであろう｡ただ

し､計画の短期的な実現は現在ケシ栽培で大きな収益を得ている農家にとって受け入れ掛､と想像

されるため､十分なデモンストレーションを行い農民の意識を徐々に変革していくことが不可欠で

あろう｡
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TECⅢNICAL AID PROPOSAL

OF

MASTER PLAN / FRASIBILITY STtJDY

ON

SERICULTURE PROMOTION PROJECT IN SHAN STATE, MYANMAR

ProjectTitle

Master Planand Feasibility Study on the Sericulture Promotion Projectin Shan State

hcation

Sban State, Myanmar

ExecutiTIg Agency

3.2.1 Executing Supervisory Ministry

The Ministry of Agricultureand Irrigation･ The organization chart of the Ministry of

Agricultureand Imigation is attachedwith this document･

3.2.2 Executing Agency

The Myanma Cottonand Sericulture Enterprise of Ministry of
Agriculture and

Imigation･

Proposed Source of Assistance

The Government of Japan, through a TechnicalAssistance Programof Japan

InternationalCooperation Agency (JICA)･

Objective of the Study

The
objectivesof the study

are to formulate a strategic development master plan on

sericulture promotion project
in Shan State and a feasibility study on typical project

in

priority area as a model
development prqject･

Backgrou nd

6.1 General

Myanmar is the largest country on the mainland South East
Asia with a total land area

of 676,600 km2, sharing
international borders with Bangladesh and lndia on the nortb-

west, china on the north-east, Ij)aS On the
Eastand Thailand on south-east･

The

population of Myanmar was estimated at 43･9 million
in 1994･ Out of loll million

ha,

8.5 million ba of land
is under crops･ Paddy

is Myanmar's prlnCipal crop accounting

for more than 50% of the total gross sown area･

Myanmar is predominately agriculture country and
its agriculture sector accounted

for
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38% of GDP, 46% of totalexportsand 64% of employmentintotal1abor
force･ In its

development plan, the Government of Myanmar has glVen agriculture the top priority･

The country,s economic development is largely centered on agriculture and agro-

related industry and will continue to be so
in the comlng yearS･

6.2 Sericultu re Development

Traditiona11y, sericulture
in Myanmar is one of the agriculture occupation since

17th

century. Myanmar farmers learned the technique of mulberry growlng, Silk worm

rear1ng and silk reelingfrom their ancestors･ Modern sericulture was丘rst started
in

1952 with the help of Japanese war repariationfunds･
Two silkworm egg production

farms together with one silk
factory were established

in Pyin Oo Lwin and Kachin

state. From this time onward the mulberry cultivation and cocoon production gained

momentum･Al1 si批 produced in the country were used
by local weavlng industries･

In Sham Plateau, on account of the higher altitude, maximum temperature will not

exceed 29.4 Celcius and themimimum temperaturewill go as low as 7･2 Celcius･ Shan

state is bestowedwith congenial agro-climatic conditionsideal
for rearlng high

yielding silkworm races which can produce
international grade of raw silk･ Being a

traditional sericulture state with matching social conditions
it is quite conducive

for

sericulture development on a large scale･ In the hilly regions Of
Shan state, improper

land use methods adopted during the colonialdays
have resulted in the

formation of

large expanse of land which no longer used
for crop production･ In order

to avoid

recurrence of such incidence, stepsare
being taken for strict adherence to "terrace

cultivation" and "conservative farmlng" methodsinthose
areas･

AI present the Government has put sericulture as the priority projectof the
Ministry of

Agricultureand Irrigation･ The silk reeling
factory was renovated

in 1993･ The

Myanma Cottonand Sericulture Enterpnse was established to remedy all the

deficiencies at the beginnlng Of the Bscal year1994-95･

In order to implement the rx)1icy aimed at cash crops productionand stops the

improper land use practices, the Government has now paid attention to promote

sericulture production mainly due to the followlng reasons:

- Sericulture is one of age101d the agriculture occupation･

- hbor required for sericulture production
doesn't need higher techmical

know-how･

- sericulture is one of the most effective activities
for providing employment

opportumities for ruralpeople, particularly
to women in mountainous areas and for

eradicating rural poverty･

- sericulture is also one of promlSlng Ways for establishing small cottage
industries

in mountainous areas･ It assumes a greater significance in the
light of limited

scopefor establishing heavy industries because of
its terrain and topography･

Tbe Government of Myanmar has been desired earnestly to 丘)rmulate a

comprehensive strategy for the promotion of sericulture･
The plan should basically be

formulated through a study at least coverlng the
following items:

- To clarify present condition of sericultureand
identify its constraintsand

problems;
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To estimate demand and supply of cocoonsand s批infuture and identify

market abi 1ity ;

To determine the recommendable silkworms and mulberry and
improvement of

sericulture technology;

To establish institutionalsetup and sericulture supporting system
including

extension system; and

- To review international competitiveness･

However, the Government of Myanmar has serious difficulties for formulating the

comprehensive strategy for the promotion of sericulture
because of little statistical

data on sericulture and few technical staff of sericulture.

TERM OF REFERENCE

The Terms of Reference
for the Master Planand Feasibility Study on Sericulture

Promotion ProjectinShan State is glVen in the attached paper･

EXPERT INPUTS

The required foreign experts for the execution of the study
are assessed as follows:

- TeamLeader

- Institutional Expert

- Sericulture Expert

- Post Cocoon Expert

- Marketing Expert

- Agro-Economist

- Sociologist

- Civil Engineer

- Arcbitect

- Environmentalist

SCHEDULE OF STUDY

The Study will be carried out for a totalperiod of eighteen (18) months in the

following two stagesand each stagewill be further divided into (2) works

respectively:

(1) Stage-Ⅰ : MasterPlanStudy

FieldWork-I : Data Collection, Beld survey and investigation and

formulation of basic development plan (5 months)･
Home Work-I :Analysis, studies and preparation of a master plan report

(3 months)

(2) Stage-II: Feasibility Study

FieldWork-II : Supplementary data collection,丘eld survey and

investigations mainly for typical projectsand priority

area and formulation of development concept (3

montbs)･

Home Work-II :Analysis, studies and preparation of a feasibility report
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Attachment ･ 3

TERM OF REFERENCE

FOR

MASTER PtAN / FEABILITY STUDY

ON

SERICULTURE PROMOTION PROJECT IN SHAN STATE) MYANMAR

1. INTRODUCTION

1.1 Background

Myanmar is the largest country on the mainland
South East Asia with a total land area

of 676,600 km2, sharing
international borders with Bangladesh and

lndia on No山一

west, china on the North-East, LDaS On the Eastand Thailand on South-East･ The

population of Myanmar was estimated at 43･9mi11ion
in 1994･ Out of loll million

ha,

8.5 million ba of land is under crops･
Paddy is =yanmar's prlnCipal crop accounting

for more than50% of the totalgross sown area･

Myanmar is predominately agriculture countryand agriculture section accounted
for

38% of GDP, 46% of totalexportsand
64% of employment in total1abor force･ In its

development plan, the Government of Myanmar has given agriculture the top priority･

The country,s economic
development is largely centered on agriculture and agro-

related industry and will continue
to be so in the coming yearS･

1.2 Sericulture Development

Traditionally, sericulture in Myanmar
is one of the agriculture occupation since

17th

century･ Myanmar
farmers learned the technique of mulberry growlng, Silk

worm

rearlngand sin reelingfrom their ancestors･ Modernsericulture was血st started
in

1952 with the help of Japanese war repariationfunds･
Two silkworm egg production

farms together with one silk factory were established
in Pyin Oo Lwin and Kachin

state. From this time onward the mulberry cultivation and
cocoon production gained

momentum･Al1 silk produced in the country were used
by local weaving industries･

In Shan Plateau, on account of the higher altitude, maximum temperature will not

exceed 29.4 Celcius and theminimum temperature will go as
low as 7･2 Celcius･ Shan

state is bestowed with congenial agro-climatic conditions
ideal for rearlng high

yielding silkworm races which can produce
international grade of raw silk･

Being a

traditional sericulture state with matching social conditions
it is quite conducive丘)r

sericulture development on a large scale･ In the hilly regions Of
Sham state, improper

land use methods adopted during the colonial days
have resulted

in the formation of

large expanse of land which no
longer used

for crop production･
In order to avoid

recurrence of such incidence, steps are
being taken for strict adherence

to uterrace

cultivation" and "conservative
farmlngn methodsinthoseareas･

At present Government
has put sericulture as the priority projectof

the Ministry of

Agricultureand Imigation･ The silk reeling factory was renovated
in 1993･ The

Myanma Cottonand Sericulture Enterpnse was established to remedy all the

de丘ciencies at the beginnlng Of tbe丘scal year
1994-95･
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In order to implement the policyaimed at cash crops production-and stops the

improper land use practices, the Govemment ba£ now paid attention to promote

sericulture production mainly due to the丘)1lowlng reasons:

- Sericulture is one of age-old the agriculture occupation･
- hbor required for sericulture production doesn't need higher teclmical know-how･

-
. Sericulture is one of the most effective activities for providing employment

opprtunities for ruralpeople, particularly to women in mountainous areas and for

eradicating rural poverty･
- Sericulture is also one of promlSlng WayS丘)r establishing small cottage

industries

in mountainous areas･ It assumes a greater sigmificance in the light of limited

scope for establishing heavy industries because of its terrain and topography･

The Government of Myanmar has been desired earnestly to formulate a

comprehensive strategy for the promotion of sericulture･
The plan should basically be

formulated through a study at least covering thefo1lowlng items:

- Clarify present condition of sericulture and identifyitsconstraintsand problems;
- Estimate demandand supply of cocoons and silkin futureand identify

market ability ;
- Determine the recommendable silkworms and mulberry and improvement of

sericulture technology;

- Institutional setupand establishment of sericulture supporting system including

extension system; and
- Review of血temational competitiveness･

However, the Government of Myanmar has serious difficulties for formulating the

comprehensive strategy for the promotion of sericulture
because of a few statistical

data on sericulture and few technicalstaffof sericulture.

OBJECTIVE OF STUDY

The
objectives of the study are

to formulate a strateglC and comprehensive

development master planon sericulture promotion project
in Shan state where

mulberry cultivation is used practice, and to carry out a
feasibility study on priority

area for a model development project･

STUDY AREA

The Master Plan Study will cover the ShanState･ The Feasibility Study will be

conducted for the pnority areas to be selected in the course of the Master
Plan Study･

SCOPE OF TIIE STUDY

The scope of the proposed master plan and feasibility study (hereinaAerreferred to as

`1he Study)

The Studywill cover:

1) Master Plan Study for the promotion of sericulture in Shan State
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(3皿Onths)･

A tentative work schedule
is attached to this document (seeattachment)･

10. UNDERTAKINGS OF TIIE GOVERNMENT

In order to facilitate a smooth and efBcient conduct of the
Study, the Government of

Myanmar shall take thefo1lowlng necessary measures:

(1) To provide available infわrmation necessary to carry out the Study, including

maps, statistics, metro-bydrological data, socio-economy and previous study

reports relevant to the project･

(2) To nominate a counterpart personnel group, including a projectcoordinator

responsible for the study and resolving any trouble arlSlng throughout
the Study

period･

(3) To provide logistic support including office space with appurtenantfurniture

and facilities, cleanlng and guard･

(4) To provide the members of Study Team with necessary entry and exit visas,

residence permit and travel permit,
if required,

for duration of their assignment

therein, and exempt them from alien registration requ汀ement and consular
6ees･

(5) To exempt the foreign expert &om taxes and charges of any kind imposed on or

in connection with the living allowance remitted
from abroadandfrom

import

and export duties imposed on their personal effects,and instruments, equipment

and materials necessary for the execution of the
Study･

(6) To provide necessary facilities to the Study Team for remittance as well as

utilization of the funds introduced in the country
from Japan in connectionwith

tbe implementation of the Study･

(7) To secure permission for entry intoal1areas as required for the proposed

conducted of the Study.

(8) To secure the safety of the Study Team

(9) To provide medical services as needed･ Its expenses will be chargeable to the

member of the Study Team.
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2)
:cehaeSEb:1sit.y.
bSetusderecTeiilinb:heC=ie,:e

c.of?hdeucLe3.eTpltahnes.pun;oy?ty打e貼and
The Studywill be carried out for a total period of eighteen (18) months

in the

following two stagesand each stage will
be further divided into (2)works:

(1) SF;eafde-LTk芳t?rplaDna?atud&1.ecti｡n,Be.d survey and
investigation and

formulation of basic
development plan･

Home Work-I :Analysis, studiesand preparation of a master plan report

(2) Stage-II:Feasibility Study

FieldWork-ⅠⅠ : Supplementary data collection, Beld survey and

investigations mainly for typical projectsand priority

areaand
formulation of development concept･

Home Work-II :Analysis, studies and preparation of
a feasibility report･

4.1 Stage･I: MasterP]an Study

4.I.1 Field Work･I

Data collection, Beld survey and investigation and formulation of
basic development

plan･

(1) Data CollectioIl and Review

Review and analyze all the existing
data and information related

to the Study

such as national and state
development plan and program, socio-economic

condition including population, sociological structureand social
infrastructure,

agricultureand sericulture situation, agriculture,
fhrmers'organization,and

marketing system･

(2) Field lnvestigations and Basic
Studies

lnvestigation study of tbe丘)1bwlng
items丘)r all districts in the

Study area;

- hnd use andvegetation
- Accessibility

- Socio-economy
- Agriculture including farmers'economy

- sericulture including related activities

- Potential bene丘ciaries

- Farmers'development intention

lnvestigation of physical condition
including meteorological and bydrological

condition, irrigation and
drainage and soil and

land use

lnvestigation of socio-economy situation

lnvestigation of agriculture aⅢd agro-economic condition

lnvestigation of social
infrastructure
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･2

Orgamization Chart of Ministry of Agriculture
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- preliminary design of proposed project
facilities

4.2.2 IIome-Work･II

(1) Prorx,sed sericulture promotion project

pr叩Sed sericulture promotion project
in the selected priority area will

be

finalized through the followlng Studies on:

- Identifysericulturepromotion are?s based on soils, climate,
land capability,

topography, water availability･

- The most pro丘table cocoon production methods
for the purpose of

maximizing
farmer's血rm income,

- processlng and marketing of sericulture projects,
- Farmers organization and sericulture/agriculture support services,

- Determine optimum scale of
facilities to be constructed under the project,

- prepare feasibility level design and layout of the proposed
facilities and

management systems,

(2) Prepare a detailed implementationfor the project,

(3) Recommended organization and procedTreS
best suited for effective operation

and management of the project,

(4) Cost estimateand projectevaluation, and

(5) Prepare a comprehensive Feasibility Study report for the project･

4.3 TransferofTechnology

Throughout the course of the Study, transfer of technology and
tralnlng Will be

provided to counterpart personnel
by foreign experts･ The transfer of technology will

be ca,ried.ut in the
form of on-the-jobtmining and seminar

during the course of the

study･ Overseas training will also be programmed･

REPO RTS

The followlng reports Will
be prepared

in the course of the Study･

(1) InceptionReport : At thecommencementofthe Phase-I Study

(2) Progress Report (I) : Within seven (7)months from the commencement of the

Study

(3) Interim Repon :

Ant.tnhtehsenfrd.:ftShteagce.-iSteundcyeEeerSd.fThi:hi;utZyn)(10)

(4)Progress Report (II) : Within rlReen (15)months from the commencement of

tbe Study.

(5) Draft Final Report : At the end of Stage-II Study period (withinSeventeen
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Investigation of environment aspects

(3) Potentiality study for sericulture
development in terms of technical aspects

coverlngfrom mulberry production to reeling and weavlng
aS Well as socio-

economic aspects including marketing possibility

(4) Basic conceptand development strategy for sericulture promotion
in the Study

area.

(5) Selection of the typical prqjectsand priority
areas･

4.1.2 Home Work･I

Analyze, study and preparation of
a Master Plan report:

(1) Detailed analysis offield survey results

(2) Preparation of Master Plan and strategy
for comprehensive sericulture

development, including

- Food plant and cocoon production plan

- seed production and
distribution plan,

- cocoon marketing and processlng plan,

- Institutional development plan including supporting system and
facilities,

- Rural infrastructure improvement plan related to sericulture
development

- Rough estimate of the cost,and

- proposed implementation method

4.2 Stage･ⅠI Feasibility Study

The Feasibility Study shall be
implemented in accordance with the outcome of the

above Master Plan
Study.

4.2.1 Field Work･II

(1) Additional data collection
Additional data collection will be made

to supplement the data and
information

already obtained from
Stage-I Study especially

for making Feasibility
Study on

the selected typical prqjectand priority
area･

(2) Detailed Beld investigation of selected typical projects and
priority area

including;

- socio-economic condition

- Agriculture and sericulture condition

- In丘astructure related to agriculture and sericulture production

_ Social infrastructure

_ Environment condition

(3) Preliminary study on sericulture development
including;

- proposed sericulture development plan for selected priority project
- =arketing and processlng plan of cocoon production

- plan for improvlng and strengthening farmers organization and supporting

SerVICeS
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(17)months from the commencement of the Study)

(6) Final Report : Within eighteen (18)months from the commencement of

tbe Study.

The Govemment of Myanmar intends to promote the implementation of the

development plans to be glVen in the reports a鮎r thomugb
deliberation of the plan

within the Government.

EXPERT INPUTS

The required foreign experts
for the execution of the study are assessed asfo1lows:

- TeamLeader

- Institutional Expert

- Sericulture Expert

- Post CocoonExpert

- Marketing Expert

- Agro-Economist

- Sociologist

- CivilEngineer

- Arcbitect

- Environmentalist

UNDERTAKINGS OF THE GOVERNMENT

In order to facilitate a smoothand efficient conduct of the Study, the
Government of

Myanmar shall take the fbllowlng necessary measures:

(1) To provide available infわrmation necessary to carry out the Study, including

maps, statistics, metro-hydrological
data, socio-economy and previous study

reports relevant to the project･

(2) To nominate a counterpart persornel group, including a projectcoordinator

responsible for the study and resolving any troublearlSlng throughout the
Study

period･

(3) To provide logistic support including office space with appurtenantfumiture

and facilities, cleanlng and guard･

(4) To provide the members of Study Team with necessary entry and exit visas,

residence permit and travel permit,
if required, for duration of their assignment

therein,and exempt them丘om alien registration requlrement and consular
fees･

(5) To exempt the foreign expert from taxes and charges of any kind imposed on or

in connection with the living allowance remitted
from abroad and from import

and export duties imposed on their personaleffects,and instruments, equipment

and materials necessary for the execution of the
Study･

(6) To provide necessary facilities to the Study Team for remittance as well as

utilization of the funds introduced
in the country from Japan

in connection with

2-26



the implementation of the Study･

(7) To secure pemission for entry intoal1 areas as required for the proposed

conducted of the Study.

(8) To secure the safety of the Study Team

(9) To provide medical services as needed･ Its expenses will be chargeable to the

member of the Study Team･
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ラオス人民民主共和国

LaoPeoplelsDemocraticRepublic

一般事情

1.面積 24万kd2(日本の約2/3)

2.人口 460万人(96年),人口密度19人/kd2

3.首都 ヴイエンチャン

4.民族 低地ラオ族(60%)､その他約60数種族

5.言語 ラオス語

6.宗教 仏教

政治

1.政体 人民民主共和制

2.元首 カムタイ.シーバンドーン大統額(ラオス人民革命党議長)

3.政府 (1)首相名シーサワット.ケオブンパン

4.外交方針 ･平和5原則に基づく全ての国との関係拡大

･特に近隣諸国との友好関係の維持拡大

経済

1.主要産業 農業､林業及び水力発電

2.GDP 実質1,846百万ドル(96年)

3.一人当りGDP US$374(96年)

4.経済成長率 6.8%(96年)

5.物価上昇率 13%(ヴイエンチャン､96年)

6.貿易総額 (1)輸出US$323mi1.(2)輸入US$690mi1.(96年)

7.主要貿易品目 (1)輸出:電力､木材,縫製品､石膏,錫,コーヒー

(2)輸入:石油製品､機械､食糧

8.主要貿易相手国 タイシンがポール､日本

9.通貨.為替レート キープ,uS$1-4,100キープ(98年10月現在)

10.経済概況 (1)75年以来の計画経済が行き詰まり,86年に｢新経済メカニズム｣とよ

ぱれる経済改革に着手,公企業運営､価格.為替､財政､金融,通商等に

及ぶ幅広い分野での措置を通じ､市場経済の導入,開放経済政策を推進中

(2)国内のマクロ経済運営は良好(最近5年間の年平均経済成長率7.8%)

(3)93年2月の国民議会で｢2000年に至る社会.経済開発計画｣採択

(4)外国投資の促進(94年6月投資法改正)

経済協力

1.わが国の援助 1966-96年では､

(1)有償91億円

(2)無償約497億円(96年度約54.4億円)

(3)技協133億円

2.主要援助国 日本,ドイツ,豪州､スウェーデン(95年)

外務省1998年10月
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第3章 ラオス

3.1一般情勢

ラオスはタイ､ミャンマー､中臥ヴェトナム､カンボジアの5カ国と国境を接する面積約237,000

kn2､人口460万人(1996年)の内陸国である○ラオスの農業セクターは国内総生産(GDP)の3/5を

占め､また､国民の90脚農業関連事業に従事している農業国であるo国民一人当りの平均GDPは

約耶$374(1996年)であるが､ほとんどの農民が天水農業を主産業としており､人口の約46Toは貧困

ラインを下回るUS$192以下にあるoしたがって､国民の生活向上および民生の安定､並びに国家経

済の発展にとって､農業部門の安定した成長は不可欠なものである｡しかしながら､ラオス農業は

気象変動の影響を受け易く､未整備な農村基盤と伝統的な農業技術と相侯って､農業生産性は低く

不安定である｡また､多くの山地農民が営む焼畑耕作と森林伐採は､土壌侵食を助長し､生態系に

大きな影響を与えている｡

ラオスの1994年現在の耕地面積は約100万baであり､その内､米の作付け面積は約60万baを

占め､その内訳は水稲が約38万ha､陸稲が約22万baとなっているoしかしながら､濯概田はわ

ずか1.1万haに過ぎず､それは主としてヴイエンチャン平野(7,700ba)とサバナケツト県に集中し

ている｡その他の穀物としてトウモロコシ､根菜類等が約7万ba程作付けられているoまた､主要

な換金作物としては､南部のボロベン高原において約2万haのコーヒーが栽培されている｡
1993

年の輸出総額2億300万ドルの内､農業､森林生産物および木材の輸出が輸出稔額の33陀占め､

続いて電力輸出が8.4%tなっている｡また､同年の輸入総額は3億5･300万ドルで､その内､機械

および原材料が54T.､米および食料品が9%､石油製品が約6roを占めている｡

国家政策である｢2020年に向けた農業開発ビジョン｣にお~ける主要課題は､1)食糧増産と自給の達成､ 2)

換金作物と複合経営の奨励､ 3)安定かつ持続性のある営農経営･形態の推進と焼畑農業の縮小であるoし

たがって､ 1)稲作を中心とした対象地域の既存農業の改善に加え2)作物多様化と複合化の推進を通して

農産物生産の安定と増加を実現し､農民の生活の安定を図ることが重要であり､持続的農業の実現のため

に臥基幹作物である米の生産の安定と増産が不可欠であるoまた､小農の農業生産性を向上し､農家経

済の改善を図り､生活改善に寄与することに優先度が与えられている｡ラオス政府は､同時に農村生活基

盤の整備､すなわち農村給水､農村電化､学校､診療所等の施設拡充を目標に上げているo
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3.2 ナムチェン潅潮間発計画

(Nan Cheng Irrigation Development Project)

3.2.1計画の経緯

ナムチェン濯概計画は1994年にADCAプロファイを実施したビエンチャン平野農業開発計画を構

成する最優先計画であり､本調査では現場踏査と追加資料の収集及び案件推進を行なったo

ビエンチャン平野は1995年8月､ 9月に未曾有の洪水に見舞われ､約103,000 baが浸水し､内

水田が42,300haの被害に達している.ビエンチャン平野はラオスの6大平野の一つで､総面積約

30万haの内､雨季の水稲作付け面積は約71,000ha､乾期は約8,000 ha(11%)に過ぎないo潅概シ

ステムに着目すると､大部分はポンプ潅概であり､重力式濯概システムは1,500
haと小さい｡

ラオス政府はビエンチャン平野の農業開発開発に高い優先度を与えており､取り分け投資効果の

高いナムチェン濯概計画は優先案件として､ 1997年にはラオス政府の自己資金によりフィーシビリ

ティ調査を実施している｡現在､ラオス政府はビエンチャン平野(約30万ha)の全体開発構想の一

環として､濯概開発を精力的に進めており､ビエンチャン州及び北部地域に対する食糧の安定供給

に寄与することを期している｡

3.2,2 計画地区の現況

計画地区は首都ビエンチャンの北方約70血のボンホン郡に位置するo潅概予定地区はビエンチ

ャン平野の最北部のナムグム川の右岸に広がり､極めて平坦で､ 1997年雨季には主として稲作約

5,000 baが栽培され､乾季にはナムグム川からポンプアップにより700 baの水稲が作付されてい

る｡籾の平均収量は､雨季3.3t/ha,乾季3.7t/baと比較的高い｡また､計画地区の西端をアスフ

ァルト舗装の国道13号線が走っており､首都ビエンチャンからのアクセスは良く､農産物や農業

資機材の搬出入に利用されている｡なお､計画地区内は電化されている｡

本計画における潅概用水源はナムチェン川( NaJn Cheng )で､地区西部のSayphou Phanang山

脈に源を発するナムグム川の支流で､集水面横はダムサイトで約237kn2であるoラオス政府の1986

年作成のAppraisal Reportによれば､年間平均流出量は約144百万n3で季節により大きく変動

し､ 5月から10月までの流出量は年間流出量の約96y.に相当する138百万m3にものぼるoナムチ

ェン流域内のPhonhongでの年平均降雨量は2,140皿であるので､この流出率は約28･4
%とな

り､ナムグムダムでの流出率の51%に比較するとかなり低い値なので､今後､水文観測をして十分

確認する必要がある｡月平均気温は12月の21oCより4月の28･2 oCとわずかに変化しているのみ

であるが､夏期の最高気温は40.6 ｡C,また､冬季の最低気温は1.5 oCという記録もある｡
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3.2.3 計画の概要

本計画の目的は､政府の農業政策である①食糧の自給､ ②輸出作物及び畜産の振興､ ③農家の

生活安定と焼畑耕作の削減等の基本政策に沿って､潅概施設特に重力式感激施設の導入及び農村イ

ンフラの整備を通じて､収益性の高い農産物の導入による農家所得の向上並びに農民の生活改善を

目指すことである｡

本計画は1970年代始めと1978年にラオス政府によりダム及び導水路の建設がそれぞれ開始され

たが完成に至らず中断されている｡潅概計画面横は､雨季の補給潅概として既存水田地区約5,000

ha､新規開発地区約3,200ha､合計8,200ha
,乾季に約5,000haとなっている｡貯水池ダム

予定地点は国道13号上の橋梁より約3.5血上流に位置する｡下表はたダム､貯水池､潅概水路

施設の概要である｡

a.)ダム及び貯水池

ダム型式

堤高(最大)

場長

洪水位

満水位

低水位

満水位面積

総貯水量

有効貯水量

b.)潅親水路

導水路

均一型アースフィル

29.9皿

451.0皿

EL. 195.1皿

EL. 192.0皿

EL. 183.0 m

EL. 14.4 k皿2

138.6百万m3

81.1百万皿3

容量(皿3/s) 延長(kn)

13.0

北幹線水路 6. 0

南幹線水路 7. 0

支線水路

4.2

8.6

ll.8

59.0

政府の試算によれば本計画の工事費は概要下記の通りである｡

合計 項目

1.仮設及び準備工事 895

2.土木工事 17,906

3.維持管理施設及び機器 343

4.土地収用及び補償費 0
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付属資料- 1

調査団貞略歴

1.矢野 信一

日本工営株式会社 顧問

昭和20年

昭和26年

昭和63年一平成3年

平成4年一現在

海外業務歴:

2.神山 雅之

東京農業大学卒業

日本工営(秩)入社

日本工営(秩)取締役

日本工営(秩)顧問

タイ､ラオス､ヴェトナム､カンボジア､ミャンマー､中国､

ネパール､ジャマイカ､エクアドル､インドネシア､シリア､

レバノン､ケニア､タンザニア､ガーナ他

日本工営株式会社 農業開発部

昭和52年

昭和54年

昭和54年

昭和56年

平成5年-9年

平成10年一現在

海外業務歴:

北海道大学農学部農芸化学科卒業

北海道大学農学研究科修士課程修了

日本工営(秩)入社

オランダITC特命留学

日本工営(秩)ケニア･タナデルタ開発事務所次長

日本工営(秩)農業開発部マネージメントリーダー

ケニア､マラウイ､ジンバブエ､ザンビア､ウガンダ､マリ､

ガーナ､マダガスカル､トルコ､ヨルダン､エジプト､イン

ドネシア､フィリピン､バングラデシュ､インド､タイ他
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5.稔係及び技術サービス 3,309 1,802 5,110

6.予備費 4,566 2,322 6,888

合計 27,019 13,981 41,000

上記の建設費及び年運営維持費並びに年便益等を基に経済計算された結果によると計画の経済的

内部収益率(EIRR)は14.7 %で経済的に十分開発可能である｡

3.2.ヰ 計画実現への提言

本計画地区は政治経済の中心地の首都ビエンチャンから近く､交通の点からも､焼畑耕作を主と

している北部の最も食糧不足しているルアンプラバンやウドムサイなどの地域への食糧補給をも考

慮にいれると本計画の実現は極めて効果的であり､国家経済に与えるインパクトは極めて大きい｡

政府は第4次5ケ年計画でも打ち出しているように､食糧自給及び食糧の安全確保､及び農村の生

活向上を主要目標の一つとしている｡このためには従来の天候依存型から近代的集約農業への脱皮

が必要との認識にたち､ ①潅渡排水施設を整備し､ ②改良農法を導入し､土地生産性及び労働生産

性の向上を具体的方策としている｡

本計画はこれらの国家目標にまさしく合致するものであり､ラオス政府は本計画の重要性及び緊

急性に鑑み､計画の策定及びフィーシビリティ調査を実施してきた｡しかして､早急に実現すべく

日本政府の技術及び資金援助を得る事を切望している｡従って､今後の対応としては政府策定の計

画及び調査のレビューを行ない､計画の実現に協力するよう提案する.
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添付資料-2

日 程 表(1/2)

月日 曜日 活動 宿泊地

12月9日 水 移動:成田⇒バンコク(JI.717便:ll:OO尭-15:55着)

バンコク

12月10日 木 移動:バンコク→プノンペン(TG696便:ll:OO尭-12:lら着)

フリンペン

水資源水文気象省次官補と協議

公共事業運輸大臣に表敬

12月11日 金 水資源水文気象省.奥平専門家に報告

プノンペン

水資源水文気象大臣に表敬

農林水産業省.工藤専門家に報告

農林水産業省次官と協議

商業省.小川専門家に報告

12月12日 土 プレクトノットダム地点視察

フリンペン

12月13日 日 ストウンセン流域視察

プノンペン

12月14日 月 カンボジア農業研究開発機関(CARDⅠ)視察

バタンバン

CⅠAP本部にて聞き取り

12月15日 火 移動:プノンペン-バッタンバン

フリンペン

バッタンバン州政府､農業省事務所と協議

バッタンバン流域視察

12月16日 水 移動:バッタンバン->プノンペン

ヤンゴン

日本大使館に表敬､調査報告

移動:プノンペン-バンコク(TG697便:13:15発-14:∑o着)

移動:バンコク→ヤンゴン(TG305便:17:45発-18:SO者)

12月17日 木 経済局に表敬.協議

ヤンゴン

農業濯概省計画局と協議

農業濯概省濯概局と協議

12月18日 金 移動:ヤンゴン-マンダレ-

メヅチ-ラ

中部乾燥地域視察(メツチ-ラ地区)

12月19日 土 中部乾燥地域視察(ヤメチン地区)

マングレー

12月20日 目 中部乾燥地域視察(モニワ地区)

ヤンゴン

移動:マンダレ-→ヤンゴン
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面会者リスト(カンボジア)

1. 在カンボジア王国日本大使館

斎藤 正樹 氏

柿田 氏

特命全権大使

一等書記官

2. 国際協力事業団カンボジア事務所

新井 博之 氏 所長

3T Ministry of Agrisulcture, Forestry and
Fisheries

Mr. ChanTong Yves

Mr. It Nody

工藤 浩 氏

secretary of State, Chairmanof
PMV

Director General

Advisor, Department of Plaming, Statistics and

lnternational Cooperation

4. Ministry of Water Resources and Meteorology and
Hydrology

H.E. Li血 KeanHor

Mr. Veng Sakhon

Mr. Bunllean

Mr. Long Phal Run

Mr. Chin Lao Srun

奥平 浩 氏

5. Ministry of Commerce

小川 武彦 氏

Minister

Vnder Secretary

Director General

Irrigation Engineer

Chief Ⅱi血ologist

Teclmical Adviosr to HE Li血 KeanHor

JICA Adviosor to Minister

ln Charge of Export Promotion
Affairs
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日 程 表(2/2)

月日 曜日 活動 宿泊地

12月21日 月 辺境州少数民族発展省と協議

ヤンゴン

農業濯概省濯概局に中部乾燥地域濯親閲発の現場報告

12月22日 火 日本大使館､JⅠCAミャンマー事務所に現場報告

マングレー/辺境省.岩崎専門家と協議

移動:ヤンゴン->マンダレ-(神山のみ) ヤンゴン

12月23日 水 矢野ヤンゴン→バンコク(TG304便:10:35発-12:lら着)

ヴイエンチャンバンコク→ヴイエシテヤン(QV425便:17:20発-18:ヰo着)

神山シャン州農業農村現況視察

ラショー

12月24日 木 矢野濯概省次官.局長と協議

ヴイエンチャンナムチエン濯概計画視察

神山シャン州農業農村現況視察

ヤンゴンマングレー-+ヤンゴン

12月25日 金 矢野ナムチエン濯概計画視察

ヴイエンチャン

神山調査結果取り纏め

バンコクヤンゴン->バンコク(TG303便:19:So売-21:00着)

12月26日 土 移動:ヴイエンチャン→バンコク(TG691便:10:30発-ll:35着)

機中移動:バンコク->成田(JL718便:22:50発-6:15着)
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面会者リスト(ミャンマー)

1. 在ミャンマー国日本大使館

桃津 靖 氏 二等書記官

2. 国際協力事業団ミャンマー事務所

古市 剛久 氏 所長代理

Ministry of National Planning and
Economic Development

Foreign Economic Relation Department

Mr. ThanMyint

Ms. Day Myo Nwe

Deputy Director General

Director

4. Ministry of Agrisulcture
a Irrigation

(1) l)epartnent of Agricultural a PlaJming

Dr. Mya Maung

I)r. Kyi Win

Mr. Åung IIlaing

Mr. V Tin Shein

(2) I)epartnent of irrigation

Mr. U Kyaw Thein

Mr. NyanAlaing

Mr. U Myo Myint hung

世r. V Myint Thein

Director General

Deputy Director General

Assistant Director

Staff Officer

I)irector

staff Officer, Meiktila -
Mandalay State

Assistant Director, Meiktila - Mandalay
State

Assistant I)irector, Moniwa -
Sagalng State

(3) My弧皿a Cotton 良 Sericulture Enterprise

Mr. U Aye Kyaw Project Director
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6. Council for Development of Cambodia(CDC)

梅崎 路子 氏

7. Battambang Provi nee

Mr. NunThom

Mr. Niv Narin

Mr. Honk KiⅢsan

8. Kampong Thom Province

Mr. Chin Chuon

Mr. Zak Puthy

JICA Expert on Aid Coordination 良 Management

canbodianRehabilitationand Development Board (CRI)B)

Vice Governor

I)irector of Agricultural I)epartnent

Irrigation Engineer of Departznent of Irrigation,

Meteorologyand lydrology

Chief Engineer of I)epartnent of Irrigation, Meteorology

and Hydrology

vice Chief Engineer of I)epartnent of Irrigation,

Meteorologyand Hydrology

9. Cambodうa-IRRトAustralうa Project

I)r. Harry Nesbitt

I)r. Men Saron

Project Manager

Plant Breeder
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Ministry of Progress of Border
Areas and National Races and

Development Affairs

Mr. Lt. Col. Myint Sve

Mr. U Aye Lwin

Mr. TunAnng

Mr. Tune Zave Chit

岩崎 亨 氏

Deputy Director General, Progress of Border Areasand

National Races

Deputy Director, International Relations and Projects

Department

Staff Officer

captain, Latio-ShanState

JICA Expert for Progress of Border Areasand
National

Races Deve lopnent

6. Ministry of Public Works,
Latio Branch

Mr. V Kyaw Myint

Mr. Sai Hla Tint

Branch Clerk

Jr. Civil Engineer

7. Hya皿ar Agriculture Service, NaungDOn Model Farm (Latio)

Mr. tJ Sa主 hung Kyaw Assistant Manager
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面会者リスト(ラオス)

1.在ラオス人民民主共和国日本大使館

坂井 弘臣

長野 誠司

2,国際協力事業団ラオス事務所

高畑 恒雄

橋本 晃

五百木 篤

特命全権大使

二等書記官

所長

潅概総局 専門家

森林局 専門家

3.農林省(Ministry of Agriculture and Forestry)

凡r. Kha皿phiou Vissapra

Mr. I.angsy Sayvisith

Mr. Thanosay Ounthouang

Mr. Phaythoune Phonvisxy

Director General, Ministrial Cabinet)

I)irector Grneral, I)ept. of Irrigation

I)eputy I)irector General I)ept. of Irrigation

National Project Director, CMIS Project
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収集資料1Jスト(カンボジア)

1. Cambodia IRM Australia Project,Facts and FigtlreS

2. Rice Production in Cambodia, H.J. Nesbitt, Camtx)dia IRRI Australia Project, 1997

3. CIAP B1111etin Dece皿tN:r 1998

4･ Topographic Map 1 :50,000, Batambang, Kompong Thom

収集資料リスト(ミャンマー)

Facts about Myanmar Agriculture, Ministry of Agrictllture and Irrigation, 1998

Information of Myanmar AgriculttLre, Ministry of Agriculture and Irrigation, 1996

MeastlreS taken for the Development of Border Areas aJld National Races by the MiJ)istry
for Progress of

Border Areas and national Races and Development Affairs

serict)lture in Myatlmar, Ministry of Agriculture and Imigation, Myanmar Cotton and Sericulture

Enterprise, August 1998

A爪csian Wells and Nitlety Nine Reservoirs Construction Project,Ministry of Agricuhre, Dept･ of

Water ResoIIrCeS, August 1995

A-9


	表紙
	まえがき
	調査対象地区位置図
	調査地区写真
	目次
	第１章　カンボジア
	１．１　一般情勢
	１．１．１　農業環境
	１．１．２　農業現況
	１．１．３　農業生産
	１．１．４　稲作現況
	１．１．５　農業開発計画

	１．２　バッタンバン川流域農業開発計画
	１．２．１　計画地区の概況
	１．２．２　開発計画
	１．２．３　開発調査への提言

	１．３　米増産優良種子生産配布計画
	１．３．１　計画の背景
	１．３．２　開発基本方針
	１．３．３　開発計画
	１．３．４　開発調査への提言

	１．４　ストゥンセン流域農業・農村開発計画
	１．４．１　計画地区の概況
	１．４．２　開発計画
	１．４．３　開発調査への提言

	カンボジア国バッタンバン川流域農業開発計画　要請状（案）
	カンボジア国米増産優良種子生産配布計画　要請状（案）

	第２章　ミャンマー
	２．１　一般情勢
	２．１．１　概況
	２．１．２　自然環境と農業生態区分
	２．１．３　農業現況
	２．１．４　農業開発目標
	２．１．５　農業農村開発の政府関連機関

	２．２　中部半乾燥地域小規模灌漑計画
	２．２．１　計画の経緯
	２．２．２　計画地区の概要
	２．２．３　計画の概要
	２．２．４　調査計画の策定

	２．３　シャン州少数民族地区養蚕振興計画
	２．３．１　計画の経緯
	２．３．２　計画の背景
	２．３．３　計画の目的
	２．３．４　計画の概要
	２．３．５　計画実施への展望

	ミャンマー国シャン州少数民族地区養蚕振興計画　要請状（案）

	第３章　ラオス
	３．１　一般情勢
	３．２　ナムチェン灌漑開発計画
	３．２．１　計画の経緯
	３．２．２　計画地区の概況
	３．２．３　計画の概要
	３．２．４　計画実現への提言


	添付資料
	１．調査団略歴
	２．日程表
	３．面会者リスト
	４．収集資料リスト



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




